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　お見合いなんて、しないと思っていた。

　このご時世で、お見合いって……とバカにしていたし、恋愛至上主義の私からすれば、親の勧める相手と結婚なんて絶対にあり得ないと思っていた。

　だけど、お見合い写真を見た瞬間、そんな気持ちが一瞬で吹っ飛んでいった。

　だって、その相手が私の好きな人──本ほん郷ごう聡さと史しさんだったからだ。

「まさかお二人が同じ会社だったなんてね。こんな偶然あるんですねぇ」

「本当ですね。世間は狭いと言いますけど、こんなことがあるなんて」

　母親同士はそう言って「おほほほ」と上品に笑っているけれど、目の前の本郷さんは全然笑ってない。ここに来てからというもの、ずっと顔を引きつらせている。

　ここは、老舗料亭。立派な庭園が見える和個室に、仲人さんと本郷家の両親とうちの両親、そして私と本郷さん本人を含めて七人いる。

　うちの父は嬉しそうに微笑みながら、本郷さんに話しかけた。

「聡史くんは、七なな瀬せの直属の上司らしいじゃないか。まだ二十九歳なのに、役職がついているなんて、聡史くんはとても優秀な人というわけだ。立派だね」

「いえ、そんな。僕など、まだまだです」

　私の父の言葉に謙遜しているけれど、そんなことはない。彼は誰もが認める優秀な社員で、頼れる上司だ。仕事の手際もいいし、部下からの信頼も厚い。うちの部署は彼がまとめ上げて円滑に仕事が回っているようなものだ。

「会社での娘はどうだい？　足でまといになっていないかな？」

　父がそんな質問をしたので、胸が大きく跳ねる。

　本郷さん、何て答えるかな？

　そもそも、本郷さんは直属の上司だけど、仕事の内容以外話したことがない。会社で見る彼は、いつも黙々と仕事をしていて忙しそう。誰よりも早く出社し、遅くまで仕事をしている。それは決して仕事が遅いから残っているわけではなく、上司の責任として部下を補助するために遅くまで付き合っているのだ。

　課長としての仕事もこなしつつ、部下の細々とした仕事も手伝う。厳しく叱るときもあるけれど、すごく優しい。厳しくするのは、相手のことを想ってのこと。しっかりとした社会人にするために敢えて厳しくしているのだ。

　もちろん、己にも厳しくしているから、ストイックに仕事に取り組んでいる。だから弱冠二十九歳にして課長に昇進したのだ。

　うちの会社は老舗アパレルメーカーで、年配の社員もたくさんいる。年功序列制度が廃止され、実力主義に変わった途端、一気に昇進したのが本郷さんだ。

「惣そう田ださんは、いつも一生懸命仕事をしてくれているので助かっています」

「本当に？　世間知らずの娘だから、社会勉強にと外部に就職させたんだ。うちの会社で甘やかせてはいけないと思ってね」

　うちの実家は繊維製造会社を経営していて、今私たちが働いている赤あか城ぎ商しょう事じの関連会社だ。父はその会社のＣＥＯで、私はいわゆる社長令嬢。でもその会社には入らず、赤城商事に入社した。本郷さんの実家もうちと同じようで、衣料用副資材の製造や販売をしている会社を経営している。

　同じく赤城とは関連会社となっていて、そこの社長が彼の父だ。私たちは同じような環境なので、お見合い相手に選ばれたというわけだ。

　母はオフィスラブに興味津々らしく、前のめりで質問をする。

「七瀬とは、会社で親密ではなかったの？」

「そう、ですね……。部下ですから……」

　本郷さんの言うとおり、私たちは同じオフィスで働いているものの、全く親しくない。

　デスクだってそんなに遠いわけじゃないのに、全然目が合わないし、こっちを見てくれない。私はいつだって本郷さんを見ているのに。

　爽やかな短髪、凛々しい顔立ちに、鍛えられた男らしい逞しい体。スーツを着ていても分かるくらい筋肉があって、私の理想そのものだ。

　その上、寡黙で、余計なことは話さない。その朴訥としたところも素敵で、私は入社以来ずっと彼に想いを寄せている。

　母的には、娘達はもう付き合っているのでは？　と期待したようだが、そうではないと知ってがっかりしている。そんなところに仲人の女性が口を挟んだ。

「そうね、部下に手を出すなんて、真面目な聡史くんならしないわね」

「仕事が忙しくて、それどころでは」

「だから二十九歳になっても、結婚相手が見つからないのよ」

　本郷さんのお母さんが、ふう、とため息交じりに呟いた。

「お義母さま、安心してください、今日からは私がいますよ！」

「まぁ！　七瀬さんっ……！」

　今まではそうだったかもしれない。だけど、今日から私が結婚相手候補になるから、もうそんな心配は無用です。そんなノリで話しかけると、本郷さんのお母さんは嬉しそうに微笑む。息子は見合いに乗り気じゃなかったが、相手の女性が乗り気と知って気をよくしたよう。

　本郷さんは、お見合い写真を見ていなかったから、ここに来たときに初めて相手が私だと知って、目を丸くして絶句していた。私は相手が本郷さんだと知っていたから、この日のために新しく着物を仕立ててもらい、今日のためにダイエットもしてきたし、エステにも通ってきた。

　オフィスで見る私とは一味違うってところを見せたくて、着物を着てお淑やかな女性に仕上げてきたのだ。その成果があって、彼のお母さんには気に入ってもらえたようで、たくさんお話をした。

　本人はどう思っているか分からないが、とりあえず周囲からじわじわ攻めていくにはいい走り出しだと言える。よかった。

「これからよろしくお願いします、本郷課長」

　本郷さんに向かってにこやかにそう話しかけると、彼は何とも言えない複雑な表情を浮かべていた。
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　──翌日の月曜日。

　いつも通りの週明け。満員電車に揺られて、会社の最寄り駅で下車する。駅の中にコーヒーショップがあるから、カフェラテのレギュラーサイズを買ってから会社に向かう。

　オフィスビルに入ると、警備員が立つゲートに社員証を翳して中に入っていく。

　エレベーターに乗りながら、昨日のことを思い出していた。

　昨日は食事を終えると、本郷さんと二人きりにさせてもらった。本郷さんと二人きりなんて、初めてのシチュエーションに緊張したけれど、こんなチャンス滅多にない！　と張り切ってたくさん話しかけた。

「本郷さんも私と同じような家庭環境だったんですね。驚きました」

「…………そうだな」

「ご両親は早く結婚してほしい感じでしたね。とはいえ、本郷さんって、二十九歳ですし、まだ若いですよね。最近は晩婚な人のほうが多いですけど……でも子供のことを考えると早いほうがいいんでしょうかね？」

　うちの家もそうだが、いつまでも独身でいると親が心配する。なるべく早くいい相手と身を固めてほしいと願われるのは、こういう家庭あるあるなのかもしれない。

「母が心配性で、早く結婚してほしいと言って聞かないんだ。何度見合いを断っても、こうやって縁談を持ってくるから困ってる」

「そうなんですね」

　本郷さんは、今までも何度かお見合いをしているのか。知らなかった。今までの相手とうまくいっていなくて心底よかったと胸を撫でおろす。

「だから今回の見合いも、母の体裁を守るためにしているだけのことだ。君と結婚するつもりはないから、安心してほしい」

「あん……しん、ですか……？」

「同じ職場にいるのに、お見合い相手になってしまったから断りにくかったんだろう？　心配しなくていい、俺から断りを入れておくから」

　いやいやいや、待って。本郷さんはお見合い写真を確認せずに来るくらい乗り気じゃなかったのかもしれないけれど、こっちはガチの気合いで来ているんだから、すぐに断られたら困る。

「いえ、私はいいんです。むしろお見合いに乗り気ですから」

「悪いがこっちはそうじゃない。俺はお見合い結婚をしたいと思っていない。こんな自分と付き合っても時間の無駄になってしまうから、惣田さんは別の相手を探したほうがいい。今日は時間をとって悪かった」

　どうやら本郷さんは、私がこのお見合いにやってきたのは、本郷さんが上司であるから断れず気を使っていると思っているらしい。私がそうじゃないと伝えても、謙遜しているとしか受け取ってもらえず相手にしてもらえなかった。

　困った、これは非常に困った。

　結局話は交わることなく、今回のお見合いはなかったことにしようと押し通され終了してしまったのだ。

　しかし、こんなことで諦める私ではない。

　こちらとしては「本郷さんを気に入っているから、今後ともよろしくお願いします」と仲人に連絡を入れた。本郷さんが断りの連絡を入れる前に先手を打っておいたのだ。

　そして今に至る。

　今のところ、仲人から連絡はない。きっと私からの連絡を聞いて本郷さんは返事を躊躇っているに違いない。少しでも時間稼ぎをして、その間に仲良くなりたい。

　よし、と気合いを入れて、エレベーターを降り、オフィスフロアへ足を踏み入れる。

　いつも通りの風景で、慣れた足取りで自分のデスクに向かう。

　本郷さんはいつものようにすでに出勤していて、忙しそうにパソコンの前で仕事をしている。私のほうなど見向きもせず、自分の仕事に集中しているよう。

　昨日も格好よかったけど、今日の本郷さんも格好いい。厚みのある胸板は、スーツ越しでもよく分かる。きっとあの下には筋肉質でマッチョな体があるのだろうと想像を掻き立てられて、見ているだけでドキドキする。

　きっと既製品のスーツじゃないんだろうな。オーダーメイドじゃないと、あんなに綺麗にフィットしないはず。ああ、ステキ。ぎゅっと抱きしめられたい。

　朝からよからぬ妄想をして恍惚としていると、顔を上げた本郷さんと奇跡的に目が合った。じっと見つめる私の視線に驚いた様子で、急いで目を逸らす。

　もしかして、ちょっと意識されてる？

　今までは完全に上司と部下だったけれど、昨日のお見合いでプライベートな接点を持ったから、秘密を共有して前よりは距離が縮まったはず。あとは、もう少し話せるようになったらいいんだけど。

　パソコンを起動して、仕事に取り組む準備をしていると、隣のデスクの同僚が出勤してきたようでさっそく話しかけてきた。

「七瀬、おはよう。昨日どうだったの？　お見合い」

　第一声がそれだったから、遠くの本郷さんがデスクから書類を落としたようで、バサバサバサッと大きな音が鳴った。

「あー……、あはは、それね」

「何それ、何それ。惣田さん、お見合いしたの!?」

　周囲の社員たちの耳にも入り、私の周りが騒がしくなる。本郷さんは何気に動揺しているようで、見るからに慌てながら席から立って書類を拾っている。

「うん、相手の人、すごく素敵な人だったよ」

「ええ、惣田さん若いのに、お見合い結婚するの？」

「七瀬いいなあ。超ハイスペックな男性を紹介されたら、そりゃあ、お見合いするよね～」

　本当、そう。

　お見合いなんて興味なかったけれど、相手が本郷さんだったら話は別だ。鴨がネギを背負ってきたのに、みすみす逃がすなんて絶対にできない。

　同僚たちに囲まれ、昨日のお見合いの話が盛り上がり始めたころ、その間を割って本郷さんがやってきた。

「盛り上がっているところ申し訳ない、惣田さん、ちょっといいかな」

　こんなふうに話しかけられることが珍しいので、周囲が一瞬にして静かになる。しかし始業時刻をちょうど過ぎていたので、周りは「きっと仕事の話だろう」と気にせず散っていった。

　私と本郷さんだけになり、私は彼のほうに体を向けて話しかける。

「どうされました？」

「ミーティングルームまで来てほしい」

「はい」

　まさかの二人きり！　月曜日の朝からラッキー♡と舞い上がりながら、彼の後ろについてミーティングルームへ入っていった。

　部屋に入ると、急に振り返り鬼の形相をした本郷さんが私を見据える。

「惣田さん。昨日の件だが──」

　静かに怒りが滲み出ている表情を見て、私は顔を引きつらせた。

　あ、やば。怒らせちゃった？

「すみません、お見合いの話をしてしまって。でも相手が本郷さんだとは言っていません」

「そうだけど。でもこの話は内密にお願いしたい」

　上司と部下がお見合いをしたなんて、周囲にバレたら何を噂されるか分からない。本郷さんは、今後もこの会社にしばらく身を置くつもりだから、働きづらくなったら困ると懸念しているようだ。

　ってことは……。

　あ。私、いいことを思いついちゃった。

「もちろん、内緒にしますよ」

「悪いが、そうしてほしい。それから、昨日の返事のことだが──」

「内緒にする代わりに、今日、私と食事に行ってもらえませんか？」

　昨日の返事のことを切り出されたのと同時に、食事の誘いを被せる。きっと本郷さんは、昨日私が「本郷さんのことを気に入っている」と返事したことを断ろうとしたはず。

　本郷さんはお見合いに乗り気じゃないし、なかったことにしようとしている。でも私はこのチャンスをモノにしたい。脅しでも何でもいいから、本郷さんとの繋がりを切れないようにしないと。

「せっかくお見合いしたのに、これで終わりなんて嫌です。私のこと、もっと知ってもらいたいです。もし、食事に行ってくれるのなら、会社でお見合いのことを内緒にします」

　逆に言えば、食事に行ってくれないのなら、お見合い相手が本郷さんだったってことをバラしますよ、と言っている。

　こんな卑怯な手を使うのは申し訳ないけれど、どんなことをしても、本郷さんと一緒の時間を過ごしたい。

「ぐ……」

　私からそんな提案をされ、本郷さんは困惑した表情を浮かべる。部下と二人きりで食事など行くつもりがないのに、お見合いのことを引き合いに出されてしまい、行かざるを得ない状況に追い込まれている。

　行くべきかどうか、彼の中で揺れているようだ。

「食事をするだけでいいんですよ、別にそれ以上のことを言っているわけじゃありません。仲人さんの顔もありますし、少しは交流を続けてみて断ったほうがいいと思いません？」

　頭ごなしに断るよりも、何度かデートを重ねてみて断るほうがいいのではと助言する。女性側が気に入っているというのに、男性側が頑なに断るのは失礼じゃないですか？　と更に追い込んだ。

「…………分かった」

　承諾を得て、私は満面の笑みを浮かべて喜ぶ。

「やった！　じゃあ、今日、仕事が終わったら待ち合わせしましょう。本郷さん、あとで連絡しますね」

　にこやかに話しかける私とは反対に、困惑している表情を浮かべている本郷さんも、やっぱり素敵だなと思いながら、ミーティングルームを後にした。
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　結局私が連絡をする前に本郷さんから連絡がきた。社用メッセージアプリから個別に連絡が来て、そこにプライベートのメッセージアプリのＩＤが書かれていた。

　そこからはプライベートなアカウントでのやり取りに切り替わり、こんなにも簡単に彼の連絡先を知れたことに改めて感動する。

　お見合い相手になってよかった～！　これでいつでも本郷さんに連絡できる。

　社用のアプリだと、操作ミスをして他の社員に誤送信したら大変なことになるけれど、プライベート用アプリなら大丈夫だ。

　私が店を探そうと思っていたのに、私が決める前に本郷さんが店をピックアップしてくれて、何個か提案してくれた。その中で私が行きたい店を選ぶと、彼はすぐに手配をして予約を完了させた。

　さすが本郷さん。お店のバリエーションも、手配のスムーズさも完璧だ。料理も美味しそうだったし、個室を選んでくれたこともポイントが高い。仕事ができる人は、プライベートでもちゃんとしているんだなと感心させられた。

　それから夜になり、退社時刻になると今日は残業せずにすぐに会社を出た。本郷さんは外回りからの直帰になっていたので、周りにバレないようさり気なく残業なしにしていたようだ。

　約束の場所に到着すると、すでに彼は私を待っていた。

　ああっ……私を待ってる本郷さん、カッコよすぎ！

　立っているだけなのに、周囲の人たちより華やかで一際目立っている。興味のない部下と無理矢理食事に行くことになってしまい不本意なんだろうなと思っていそうな曇った表情も色っぽくていい。

　相手が乗り気じゃないことを承知の上で、私は気にせず明るく本郷さんに駆け寄る。

　気にしたら負け！　ここは押せ押せでいくんだ。

「お待たせしました」

「いや、大丈夫。行こうか」

「はい」

　本郷さんにお店まで案内してもらい、私が行きたいと選んだイタリアンレストランに到着した。

　外観も内装もレトロで可愛らしく親しみやすい雰囲気で、店内は他のお客さんがたくさんいて活気がある。私たちは個室に通されたので、二人きりで向かい合って食事ができるようになっている。

「ここの料理は、どれもすごく美味しいよ」

「そうなんですか、楽しみ！」

　メニューを見ると、どれも本当に美味しそうで目移りしてしまう。サラダもパスタもピザも、チーズホンデュを楽しめるコースなどもあってどれも魅力的だ。

「本郷さんは飲みますか？」

「いや、俺はいい」

　せっかく美味しそうなイタリアンを楽しむのなら、ワインを合わせたいと思う。ワインのページを見てみると、私の好きなワインの銘柄があって、でもそれはボトルでしか注文できないようだった。

　さすがに一本を空けるほど飲めるわけじゃないから、本郷さんも一緒に飲んでほしい。

「そうなんですか？　せっかくだから、飲みましょうよ。いつも飲み会でも飲んでないみたいですけど、お酒飲めないんですか？」

「いや、そういうわけでは……」

「じゃあ、飲んでほしいです。私、このワインが飲みたいんですけど、一人では絶対に飲みきれないと思うんです。お願いします」

　お願いします！　と何度も頼み込むと、渋々了承してくれた。

「…………分かった」

「やったー」

　お酒が全く飲めないわけじゃないなら、少しくらい飲んでもらっても大丈夫だよね。見る感じ、本郷さんはお酒が強そうだし、飲んでも変わらなさそう。

　自身でセーブしているだけのように見えるし、きっと平気なんだろうな。

　そんなことを考えながら、料理を決める。私はパスタコースにして、本郷さんはピザコースにした。それぞれ少しずつシェアして食べようということになった。

　というか、私がどちらも食べたいと言ったから、合わせてくれることになったのだけど。

　飲みたかったワインと、イタリアンのコース料理。想像していた以上に美味しくて、お酒も進んだ。

　飲まないと言っていた本郷さんだったけれど、私の勧めたワインが口に合ったようで、思いのほか飲んでくれた。ふたりで一本を空けられるかなと心配していたことが嘘のようにあっという間に空になっていた。

　よかった、本郷さんも飲んでくれて。

「最近、熱帯魚に興味が出てきて、買いにいったんだよ。水槽から何から何まで一式揃えて部屋の中に飾ったんだけど、すごく癒されるんだ。手入れは大変だけど、とても可愛い」

　お酒の効果があってか、口数の少ない彼が、いつもより饒舌になっている。普段話さないようなプライベートな話を聞けて、私も嬉しくなる。

　最初は乗り気じゃなさそうだったのに、食事が終わるころにはすっかり打ち解けていた。

　しかし──

「本郷さん、本郷さんってば……」

　お会計を済ませて、タクシーに乗ったところまではよかった。車に揺られた瞬間、酔いが回ったのか、本郷さんは眠ってしまったのだ。

　私の肩に頭を乗せて、すやすやと寝息をたてて気持ちよさそうに眠っている。

　どうしよう、大丈夫かな……と理性的に考える天使の私とは裏腹に、もう一人の悪魔の私が「これはチャンスなのでは？」と囁いてくる。

　もう少し一緒にいられるし、あわよくば、もう少し踏み込んだ関係になれる可能性が転がり込んできた。

　いやいや、そんなことをしたら、本郷さんに嫌われるかもしれないじゃない。せっかく自然に近づけたのに、彼の信頼を裏切るようなことをしてはダメよ。と、天使は必死に説得してくる。

　こんなふうに酔っぱらって寝てしまうなんて、隙だらけじゃない。乙女でもあるまいし、女の子に手を出されたくらいじゃ傷つかないわよ。こんな無防備な姿を晒してくるなんて、何が起きてもいいってことでしょう？

　それに、体の相性って大事じゃない？　確かめたいと思わない？

　悪魔の意見を聞いて、確かに、と納得してしまう。

　こんな機会、もう二度と来ないかもしれない。どうせ嫌われるのなら、行きつくところまでやってしまってから嫌われたほうが、後悔せずにすむ。

　このまま突き進むほうがいいような気がする。

　……よし。

「運転手さん、この辺りで降ります」

　私の家まではまだ距離があるし、本郷さんのマンションがどこにあるか知らない。だったら、ホテルに入って横にしてあげるほうがいいだろう。

　ラブホテルに連れ込むのは、気持ち的に憚られる。今、たまたま有名なホテルの近くにいたのでそこに入ることにした。

　私より体の大きな本郷さんを支えながら、フロントに到着して、手続きを済ませて宿泊する部屋に入ることに成功した。

「連れ込むことに成功してしまった……」

　ダブルベッドに仰向けになって眠っている本郷さんを見下ろし、ここまでやってきたことに喜びを噛みしめる。

　それにしても、本郷さんの体、すごく重かった。私にこんな力があるなんて知らなかった。連れ込みたい一心で、火事場のバカ力を発揮したのかもしれない。必死か。

「これ、男女逆だったら問題アリ案件だけど……反対だから大丈夫なはず」

　そんなことを呟きながら、仰向けのままの本郷さんに近づいていく。

「とりあえず、ネクタイ外しますね」

　本人は眠っているとはいえ、泥酔しているので首元が苦しそうだ。緩めて楽にしてあげるだけ──と、下心を隠しながらネクタイを解いた。

「ううん……」

　しゅる、と衣擦れの音をたてながら、彼の首元からネクタイを抜く。シャツのボタンを三つ目まで外すと、彼の胸元が解放された。

「わ……わわ……」

　本郷さんのデコルテライン、とても色っぽい。男性なのに肌が綺麗で、いい香りがする。フレグランスの香りではなく、清潔感溢れる彼自身の匂いだ。

　うう……嗅ぎたい。

　ここに顔を埋めて匂いを吸い込みたい。そんな欲に駆られながら凝視していると、我慢ができなくなってきた。

「失礼します」

　仰向けになっている彼の上に跨って、上から覆いかぶさって抱き着いてみた。

　ひゃあーっ、本郷さんの体だ……！

　想像通り、胸板が厚い。私が彼の背中に手を回してみても、両手がつかない。男らしい体格をしていることに感動しつつ、首元に顔を寄せてみる。

　さっきほしていた香りを近くで感じて、私の興奮がどんどん高まっていく。しっとりとした滑らかな肌に頬ずりすると、幸せで満たされる。

「はぁ……」

　幸せすぎて最高。こんなことをしているときに目を覚まされたら、完全に関係が終了してしまうと分かっていても、止められない、止まらない。

　暴走しだした私は、できるところまで進む覚悟で、彼の顔のほうに近づいていく。

「本郷さん、好きです……」

　そう言って、彼の唇にキスをする。

　眠ったままの彼からは何も反応はないけれど、唇が柔らかくて胸がきゅんと締め付けられた。

　ずっとずっと好きだった本郷さんとキスをしているなんて、幸せすぎる。

　もう、死んでもいい。

　何度も唇を合わせながら、彼のシャツのボタンを残らず全部外す。インナーのＴシャツの裾から手を忍ばせ、触れたかった胸板を撫でていく。

「ん……」

　小さい寝言のような声を出した本郷さんが可愛くて、キスをしながら上半身を撫でたくる。もう二度と触れられないかもしれないから、満足するまで存分に触るんだ。

　筋肉がすごい。逞しくて、惚れ惚れする。もっと触りたい。全部知りたい。

　欲望に支配された私は、彼の胸の尖りを見つけるとそこを指で優しく弄り始めた。

「ん……っ、ん……」

　もしかして、ここ触られると弱いのかな？

　くにくにと指先で捏ねると、吐息交じりの声が漏れてきた。ピンと立ち上がった小さな粒を弄るだけでは物足りなくなってきたので、舌で舐めることにした。

「は……っ、……ん」

　やっぱり好きそう。

　豪快に舌で転がしたり、ちゅっと音をたてながら吸い上げたりしてみると、彼の腰がビクンと動いた。それに、声色が切なくて感じていると思う。

「本郷さん、乳首好きなんですね」

　酔って眠ったままの彼に声をかけても、もちろん反応はない。でも、愛撫に対しての体の反応はあるから、感じていることは間違いないだろう。

　まさか部下と飲みにいって、こんなに酔いつぶれるとは思わなかったのだろう。そしてその部下に好き勝手に体をいじくられるなど、思いもよらなかったはず。

　今から、もっと恥ずかしいことをされるとは、想像していないだろう。そんな彼を不憫に思いつつも、ここまでしたからにはもっと貶めて私に溺れさせてやろうという意気込みで手を進ませる。

「あ……ズボンも苦しそうですね」

　下半身に視線を向けると、ファスナー部分が膨らんでいた。そこに手を伸ばすと、しっかりと硬くなっている彼自身が存在していた。

　乳首を弄られて感じていたのだから、自然な反応だろう。

「酔ってても勃起ってするんですね」

　酔ったら勃たないって人もいるって聞いたことがあるけれど、本郷さんはそうじゃないらしい。今日に限っては、勃起してくれてよかったけれど、他の女性の前でこんなふうになられたら困る。

　それはゆくゆく伝えていくとして──今は、この状況をありがたく堪能させてもらおう。

「ここも苦しそうなんで、緩めますよ」

　ベルトのバックル部分を外し、ホックを外してファスナーを下ろす。するとシンプルな黒のボクサーパンツが現れた。

「本郷さんって、こういう下着をつけるんだ。よく似合ってます」

　奇抜な柄ものだったとしても、嫌いにはならないけれど、こういうシンプルな下着は私の好みだ。似合っていて好感度が上がる。

　その下着の上から、硬くなっているところを何度も撫でると、本郷さんの息が上がってきた。眉根を寄せて悶えるような表情を見ていると、ぐっと胸を掴まれたような感覚を覚える。

「はぁ……ヤバいな」

　こんな姿を見たら、もっと好きになってしまう。普段、こんなふうに男性を襲う趣味などないのに、本郷さんにはしたくなる。

　いつも寡黙で、クールな彼が乱れていく姿を見ていると、ゾクゾクして新しい嗜好が生まれてきたみたい。

「本郷さんのここ、見てもいいですか？」

　質問しても何も返ってこないのは分かっているのに、囁くような小さな声で質問してしまう。うんともすんとも言わない彼の下半身を撫でながら、ボクサーパンツのウエスト部分に手をかけた。

「な……に、して……る……？」

「何もしていませんよ」

　譫言みたいな声で本郷さんから返事がきて驚いた。このまま覚醒されたら、中断されてしまうかもしれない。ここまできたのに、途中で終わってしまったら、後悔してもしきれない！

　体に力が入っていないようで、抵抗はしてこない。本郷さんが「ううん」と声を上げているうちにボクサーパンツを勢いよくずらした。

「……っ」

　想像していたよりも立派で思わず心の中で「大きい」と呟いた。先はくっきりと深く括れていて、茎の部分は勇ましいほどに浮き筋立っている。

「そう、だ……さん……？」

「はい」

「ここは……？」

　何か異変を感じ始めたようで、今自分がどういう状況なのか心配になってきたみたいだ。会話をしていると目覚めてしまいそうなので、一刻も早くこのまま先に進むことを決める。

　本郷さん、失礼します……！

　彼の下半身を手で直接触れる。熱くて硬いそこを何度か指先で撫でたあと、体勢を整えてひと思いに口の中に収めた。

「……あ、っ」

　本郷さんの腰がひくつく。ビクンと大きく揺れて、私のほうに腰が浮いてきた。

「惣田さん、何……を……」

　はぁはぁと息を乱しながら、本郷さんは弱々しい声で質問を続ける。私はそれを無視して口淫を続けた。

　たくさん唾液を絡ませて、舌で彼のものをなぞる。下から上へと執拗に舐め回したら、口の中に頬張った。

「あ、……っ、惣田さん、待っ……」

　ついに目を開いてしまったようで、本郷さんは自分が部下に愛撫されていることに気づいてしまった。

　シャツは乱れて胸元が全開になり、スーツのボトムスは膝あたりまで脱がされている。下着も太ももまでずらされ、お見合い相手の部下に口淫されている状況に狼狽している。

「ダメだ、こんなの……は」

　じゅる、と淫猥な音をたてて彼のものを吸い上げると、本郷さんの言葉が途切れる。理性では部下とこんなことをしてはいけないと思うのに、体は敏感に反応している。

　そんなふうに理性と本能で揺れている姿が可愛い。

　だから、私は手加減しない。

　理性を崩すくらいの快楽に溺れさせなければ。

「本当に、もう……やめるんだ。君にこんなこと……させられない」

　そう言うものの、体を引き離すことができないみたいで、本郷さんはこの場から離れない。私も知っている限りのテクニックを使うように、彼のものを手で扱きながら先端に舌を這わせる。

「汚い……から、そんなところ」

「汚くないです」

　唾液でぬるぬるになったところで、一旦口を離す。手だけで刺激しながら、私はバレないように自分のスカートに手を入れてショーツを抜き取った。

「本郷さん、心配しないでください。誰にも言いませんから」

「惣田さん、待っ……！」

　彼の制止を振り切って、私は本郷さんの上に跨った。スカートを巻くって、ちゃんと繋がっていくところを見せつけながら、彼のものを私の中に導いていく。

「あ……っ、ん」

　言葉ではダメだと言いながらも、本郷さんは私の中に入っているところを凝視している。ずぶずぶと奥に入っていく様子を見ながら、切ない表情を浮かべていた。

　その顔……っ、最高にいい。

　前戯されていないのに、本郷さんのその顔を見ているだけですごく濡れる。久しぶりのセックスなのに、彼を全部受け入れて、それだけで達しそうになった。

「惣田さん……、……っ、どうして、こんな……」

　どうしてこんなことをするんだ、って？

　本郷さんが好きだからに決まっているじゃないですか。

　そうじゃなきゃ、こんなに積極的に攻めたりしない。好きな人にこんなことできないって人が大半だろうけど、私は違う。

　今やらなきゃ、いつやるの。

　本郷さんと一緒に働いて、丸三年。好きだと自覚してから約二年半。様々な方法で近づこうとしてきたけど、ことごとく失敗してきた。

　だから、なりふり構わず、全力で本郷さんにぶつかりたい。後悔したくない。

　でも、重い女だと警戒されたら困るから、そんなことは言えないけれど。

「酔いつぶれている本郷さん見てたら、いたずらしたくなったんです」

「いたずら、って……。っ、は……」

　根本まで全部包み込んだあと腰をグラインドすると、彼のものが中でビクンと大きく揺れた。私から溢れた愛液と、口淫した唾液が混ざり合っていやらしい蜜音が部屋に響く。

「本郷さん、酔ってるのに、ここはちゃんと反応するんですね。すごく元気です」

「ちが……っ、そんな……」

「違くないです。ほら……硬くなってるじゃないですか」

　繋がった場所が鮮明に見えるように、腰を浮かせる。先端は私の中に埋まったままで、濡れた陰茎だけが外部に現れた。

　逞しく浮き筋立つそれを見て、本郷さんは見てはいけないものを見たような困った表情で顔を背ける。

「惣田さん、早く抜き……なさい」

「嫌です。まだ入れたばかりですよ」

「今ならまだ間に合う。早く止めよう」

　このまま腰を引いて、今すぐ中断しようと腰を掴まれるけど、それを振り払って強引に体重をかけて根本まで埋め込んだ。

「……っ、ぁ」

　止めようと言う割に、最後まで入ってしまうと熱い吐息を漏らす本郷さんが可愛い。必死に理性を振り絞って阻止しようとしているけれど、快感には抗えないのだろう。

「本郷さん、これが気持ちいいんですよね？　我慢しなくていいですよ」

「動くな……っ、……く」

「いいじゃないですか、もう繋がっちゃったんだし。それに私たち、お見合い相手でしょ？　こういうことしても、問題ないですよ」

「問題……あるよ」

　抵抗する割に腰を動かすと気持ちよさそうにするくせに。そんな頑なに拒否しようとする本郷さんを見ていると、こっちも燃えてくる。

　絶対に啼かせてやりたいという気持ちになって、私のスイッチが完全にオンになってしまった。

「本郷さんは動かなくていいですから。仰向けになっているだけでいいですよ」

「あっ──」

　膝を立ててＭ字に開いて腰を動かしながら、彼の両乳首を弄り始める。敏感に反応する彼は、それを続けると腰をビクビクと痙攣させた。

「本郷さん、可愛い。乳首、気持ちいいんですか？」

「ぁ……っ、……ふ、っ──」

「感じてる顔、すごく可愛いですね」

　繋がった場所を動かすたび、蜜音が激しく鳴る。本郷さんの括れで内側が擦られると、私の中から蜜が溢れてやまない。

「あぁ……っ、本郷さんの──すごく気持ちいい」

　揺さぶるたび、頭の中が痺れるみたいだ。快感に溺れて意識を飛ばしてしまいそうになる。

　こんなの初めて……。

　好きな人と繋がれた喜びと、肉体的な快楽の悦びでおかしくなりそう。

　本能のまま大胆に腰を動かしていると、急に腰を掴まれた。

「ダメ……だ。避妊しないと。も……抜いてくれ」

「ん……っ、大丈夫ですよ。本郷さんが出さないように我慢してくれれば」

「大丈夫……じゃ、ない……っ。そんな……ふうにされたら、すぐ出そうに……なる」

　初めて聞く上司の弱音に胸がときめく。

　そうなの？　私の中が気持ちよくて、イキそうなんだ。嬉しい。

「本郷さん、これが気持ちいいんですか？」

　彼に見えるように大きく脚を開いて、接合部を上下に揺らして見せる。私の中に入っている様子が見えるようにすると、彼の息が上がっていく。

「やめ……っ、本当に──」

「我慢してください。まだ少ししかしてないんですから」

　出すなと言いながらも、腰の動きを速めていく。上体を動きやすい体勢に整えて、律動を速めて追い込んでいく。

　必死で我慢している本郷さんの表情が本当にツボだ。もっといじめたくなる。もっと乱したくなる。そんな欲が止まらず、膣内をきゅっと締め付けた。

「お願いだから、ゴム……させて」

「嫌です。抜いたら、中断するでしょ？」

「しない、絶対にしないから」

　このままだと中で出してしまうと、焦りだした本郷さんは体を起こして私に近づいた。

　一度離れてしまったら、逃げられるかもしれないと警戒しているから、すんなり快諾できない。

「じゃあ、中断しないって証拠を見せてください」

「証拠……？」

　何たる無茶振り。

　言ってみたものの、そんなのどうやるんだよ？　とセルフ突っ込みしていると、彼は私のほうに顔を近づけて、目を閉じてきた。

「え……？」

　まさか。

　そう思った瞬間、本郷さんは私にキスをした。さっきは眠っている彼に一方的に私がキスをしていただけだったのに、今度は彼から口づけられた。

「ん……っ、ふ……ぁ……」

　柔らかな唇が触れ合っているだけじゃなく、舌まで入ってきた。本郷さんのキスって、こんな感じなんだ。優しいのに、いやらしい。舌と舌が絡まり合って、息を惜しむくらいの甘いキスに酔いしれる。

　そうしている間に、私は持っていたコンドームを彼の胸元に押し付けた。

　避妊させてって懇願していたけれど、本郷さんが避妊具を常備しているかどうか分からないし、彼のカバンは遠くのソファの上だ。そこまで取りに行く時間がもったいなくて、私が持っていたものを彼に託す。

　本当はこのままでもいいけれど、相手が望んでいないのにそのまま続けるわけにはいかない。

　キスを継続したまま、彼は腰を浮かせて中から抜きだすと、受け取ったコンドームを自身に装着した。

「惣田さん」

　約束通り、彼は素早くゴムをつけると、もう一度私の中に入ってきた。

「あ……ぁっ……」

　座位で向かい合って繋がると、彼との距離が近くて恥ずかしい。でもすごく嬉しい。抱きしめられているような格好で抱き合えるなんて夢みたい。

　たくさんキスをして、キスが終わって離れると、彼の頬に口づけた。そのあと、耳たぶを食んで、今しかできないことをたくさんする。

　本郷さん、好き……。

「本郷さん、気持ちいいですか？」

　私とのセックスは、どうですか？　どうか、気持ちいいと言ってほしい。

　そんな祈るような思いで質問すると、吐息交じりの甘い声で返事がきた。

「……気持ちいいよ」

「よかった。私も……こんなに気持ちいいの初めてです」

　この時間が永遠に続けばいいのにと思うほど、今が幸せでたまらない。本郷さんも気持ちいいと思ってくれているのなら、尚更だ。

「そう……なの？」

「はい。本郷さんは？　本郷さんは、よくエッチするんですか？」

　こんなの、挿入中に聞くことじゃないと思うけれど、今聞いておかないと、次にこんな機会があるか分からない。ゆったりと動かしながら、会話を続ける。

「しないよ。だいぶ前に恋人と別れたきり、一度もしてない」

　本郷さんにも恋人がいたんだ──と思ったけれど、成人している魅力的な男性に恋人がいないわけがない。過去の恋愛に嫉妬しても仕方ないから、だいぶ前に別れたあとからは、誰ともしていないというところを前向きに捉える。

「そうなんですか。じゃあ、欲求不満なんですね」

「そんなこと……」

「だって、すごく硬いですよ。すぐに出ちゃいそうなんですよね？」

　さっき、少し動いただけで、出そうだと焦っていたのを思い出す。久しぶりで、しかも避妊なしでしていたのなら、そうなっても仕方ない。やりまくっている人よりも、久しぶりで欲求不満なほうが好印象だ。

「いっぱい気持ちよくなりましょうね」

「……っ」

　照れているような、どんな反応をしていいのか困っている様子がめちゃくちゃ可愛い。いつもの凛々しい本郷さんとは違う一面を見られて、私のテンションは上がっていく。

「もう一度、寝転んでください」

　両肩をポンと押して、彼を仰向けにする。そしてまた女性上位になると、腰をグラインドさせ始めた。

「本郷さん、私のことを見ていてください」

　根本まで包み込んで、グリグリと腰を動かすと、蜜がかき混ぜられて泡立つみたいな音に変わる。彼の太ももにまで愛液が垂れるほど溢れてやまない。

「惣田、さん……」

　はぁ、はぁ、と息を荒げている本郷さんの表情がどんどん蕩けていく。もっと気持ちよくなってほしくて、今度は繋がったまま背を向けて彼の足首のほうに上体を倒した。

　お尻を彼のほうに向けて上下に動かすと、きっと彼には全部丸見えだろう。

「ああっ……本郷さん……」

　恥ずかしいけど、気持ちいい。動かない本郷さんの体を使って、自慰行為をしているみたい。きっと彼の視線は接合部に注がれていて、恥ずかしい部分を全部見られている。

　その視線に感じている私は、更に熱くなっていく。

「惣田さん、お尻まで丸見えだよ」

「ひゃ……あんっ……」

　尻肉をぐいっと掴まれて、秘部も何もかもが露わになる。

　本郷さんに見られてる……！　そう思うと、興奮が止まらなくなった。

「本郷さん……気持ちいいです……。ああっ！」

「俺も、気持ちいい。……っ、はぁ……」

　さっきまで微塵も動いてなかったのに、急に下から突き上げられて声が漏れる。自分で動くのと、相手に動いてもらうのとでは、気持ちよさが格段に違う。

　彼の腰に突き上げられるたび、目の前がチカチカとして一瞬で意識が飛びそうになる。

「あっ、あぁ……っ、ん……っ、気持ちい……あぁっ！」

「惣田さん、……っ、出しても……いい？」

　本郷さんに射精してもらえる──そう思うと、彼から放たれるものを全部ほしがるそこは、搾り取るためにきつく締まった。

　嬉しい、出してほしい。私の中で気持ちよくなってほしい。

「出して……ください。ああ……」

　快感が広がって、全身に力が籠る。雄々しく腰を打ち付けられ、さっきまで主導権を握っていたことが嘘のようにぐちゃぐちゃにされる。シーツを握り締めながら、あられもない嬌声を上げて絶頂へ駆けあがっていった。

「あ、あぁ……っ、ほんご……ぉ……さん……っ」

「はぁ……っ、出すよ……。……っ、ぁ──」

　今まで感じたことのない荒々しい腰つきが何度か続いた。最後の一刺しが特に力強くて、最奥まで彼のもの来て、私は泣きそうな声を出して達した。

　被膜越しに感じる射精感に酔いしれながら、私は史上最高の幸せを噛みしめていた。




　嵐のような行為が終わったあと、まだ酔いの残っていた本郷さんは、お互いの体を綺麗にしたあと、また眠ってしまった。

　隣同士で横になって、体を彼のほうに向けると、神聖な本郷さんの寝顔がある。

　信じられない。私、本郷さんと一緒に寝てる。

　穏やかに寝息をたてている彼の姿を見て、さっき起こった出来事が現実なんだとジワジワと実感してくる。

　あんなに攻めまくったけど、大丈夫だった!?

　最初のほうなんて、完全に痴女じゃん。淫乱女だと思われていたらどうしよう！

　あんなことをしてしまうぐらいだから、否定はできないんだけど……でも、誰にでもしているわけじゃないし、本郷さんにだけだし！

　あああ、と頭を抱えたくなるけど、自分から強引にいっていなければ、こうはならなかったはずで。そこは自分を褒めてあげたいと思う。

　本郷さん、好きです。

　私のこと、少しでも意識してくれたらいいな……。

　眠る彼に唇を重ねて、いつまでも見つめていた。







３
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　どうしてこうなった……？

　お見合いの次の日、部下の惣田七瀬と食事に行くことになり、そのままあろうことか泥酔してしまった。いつも酔わないようにコントロールするのに、彼女の勢いに押されて飲んでしまった。

　しかし、そんなことは、まだ許容範囲内で、よくある話だ。俺が酔ったとて、何も起こらない。男性とふたりきりのときに女性が泥酔してしまったのなら危険だと思うが、男性が酔ってしまっても、連れて帰るのが大変だとか、そのあとの対応に困る程度で、何か変なことが起きる確率は低いと思う。

　それなのに、予想外の展開を迎えた。

　気が付いたときには、ホテルのベッドの上で、彼女に脱がされていた。

　その様子を思い出すと気が重くなる。

「はぁ……」

　深く重いため息が漏れた。

　介抱するために脱がせたのではなく、完全にセックスするために脱がされていた。

　惣田さんが、あんなに積極的だったなんて驚いた。

　普段の彼女は、明るくて、仕事熱心で、俺や他の上司の話をよく聞き、従順で真面目な子という印象だ。周囲の同僚たちとの関係も良好で、うちの部署には欠かせないムードメーカー的存在。

　そんな彼女とお見合いで顔を合わせ、マズいなと思った。上司と部下には、ある程度線引きが必要だ。仲良くなりすぎてもいけないし、信頼関係を壊してもいけない。

　だからお見合い相手として申し分はなかったが、断ろうと思った。彼女とどうこうなってしまったら、この先会社で接しにくくなる。

　そう思って断ろうとしたのに、惣田さんに先手を打たれてしまい、断れない状況に追い込まれていた。

　すでに仲人に連絡が入っており「先方のお嬢様は聡史さんを非常に気に入られています」と言われ、うちの母は大喜び。惣田さんに好印象を持っていた母は、是非この縁談を進めてくださいと返事をしていた。

　せっかく惣田さんとは良好な人間関係を構築してきたのに、変なことになってしまった。

　その上、デートをしないとお見合いしたことをバラすとまで脅迫されてしまい、ふたりで食事に行くことに。乗り気でなかったのに、飲みたいワインがあるから付き合ってほしいと言われて、つい飲んだらあの有様。

　俺たちは一線を越えてしまったのだった。




　──水曜日。

　ホテルで一晩過ごしてしまった翌日は、外回りだったから顔を合わせずに済んだものの、今日は内勤だ。同じ部署だから、どうしても顔を合わせてしまう。

　平常心、平常心。

　俺よりも惣田さんのほうが気にしているかもしれない。彼女だって酔った勢いであんなことをしてしまったはず。俺と顔を合わせるのが気まずいと思っているかもしれないから、こちらは気にしていないという大人の対応をしなければ。

　忘れてほしい、なかったことにしてほしいと言われれば、そうする。俺もそのほうがいいと思うし、むしろそうあるべき。人間誰しも間違いは起こす。お互いにそう思うのなら、記憶から抹消してしまってもいい。

　だから、気にしない。思い出さない。あれは夢だ。

　そう心に決めて出勤をすると、すでに惣田さんはデスクに座っていた。

　いつももっと遅い時間に出勤してくるのに、どうして今日は早いのか。やらなければいけないことがあるからそこにいるのだろう、と深読みしないようにする。

　気づかれないように静かにオフィスの中を歩いているつもりだったが、彼女は俺の存在に気づき顔をこちらに向けた。

「あ、本郷さん！　おはようございます」

　今日も爽やかに挨拶をする惣田さんに驚く。

　いつも通りだ……。

「おはよう」

　もしかして、気にしていたのは俺だけ？

　惣田さんは、何も思っていないのか？

　ぎこちなさゼロの惣田さんは、すでにパソコンを起動して仕事をしている。俺が出勤してきても、特に取り乱す様子はなく、いつも通りの彼女だ。

　そうだよな、お互い大人だし。

　仕事にプライベートを持ち込むようなこと、しないよな。

　もっとぎくしゃくするものかと思い悩んでいたが、そんなものは杞憂だったみたいだ。それならよかった、と俺もデスクのパソコンの電源を入れて、仕事の準備に取り掛かる。

「本郷さん、ちょっとこれ見てもらっていいですか？」

「ん？」

　俺のデスクの近くにやってきた惣田さんは、何やらスマホの画面を操作している。何かトラブルがあったのだろうかと顔を向けると、俺のほうにスマホの液晶を見せてきた。

　そこに映っているのは、俺と惣田さんがベッドで寝ている写真だった。あの日の夜、疲れて眠ってしまった俺の横で、彼女はこんな写真を撮っていたのか。

　一応胸の上まで布団はかぶっているから露出は少ないとはいえ、お互いに服を着ていないことは分かる。完全に事後の写真だ。

「ぶはっ……」

「これ、いい感じじゃないですか？　壁紙に設定しようかな」

「惣田さん、ちょっと！」

　何事もなかったかのように接してくれているんじゃなかったのか。何が大人の対応だ。まだまだ弱みを握られていて、脅されているじゃないか。むしろ、脅迫の内容が過激になっている。

　周囲に社員がいないことをいいことに、そんなものをチラつかせてくる惣田さんに顔を青ざめる。

「そういうのは困るよ。消しなさい」

「えー、だって。いい写真じゃないですか」

「いい写真ではない、断じて」

　どこからどう見ても、いかがわしいことをしたあとだと分かる。俺と惣田さんがそんな関係だとバレたら、会社で問題になる。だから、即刻消去してほしい。

「惣田さん、お願いだから消して」

「だったら、週末、私の家に来てください。あ、安心してください、私一人暮らししているので、両親はいませんから」

「いやいやいや……」

　また彼女の誘いに乗って、ついていったら同じことを繰り返すに違いない。だから、この話に乗ってはいけない。

「悪いけど、それはできない」

「じゃあ、これ、他の人に見せちゃおっかな～」

「惣田さん！」

「今週の土曜日、本郷さんもお休みですよね。うちのマンションの住所送っておくので、待ってますね」

　そろそろ他の社員たちが出勤してくるころになり、彼女は話を切り上げて自分のデスクへ戻っていった。

　困ったことになった……。

　頭を抱えて、どうするべきか悩んでいると、俺のスマホが震える。

　まさか。

　確認してみると、惣田さんからのメッセージだった。彼女のマンションの住所と地図アプリのＵＲＬ、そして「土曜日じゃなくても、いきなり来てもいいですよ」と可愛いスタンプつきのメッセージも添えられていた。

　な、何なんだ、このアプローチは……

　強引で弱みを握って強請ってきている状態なのに、彼女の天真爛漫な仕草には悪気がなくて憎めない。むしろ、可愛らしいとも思える。困ることをされているはずなのに、胸がざわついている。

　何なんだ、これは……

　なるべく女性に深入りせず、関わらないように一線を引いてきたはずなのに、彼女はそこを飛び越えてやってくる。

　どうしたものか、と頭を悩ませながらも、次はどんなことが起こるのだろうと楽しく思う気持ちもある。

　これ以上、強請られる材料を増やさないようにしようとだけ、心に留めておいた。
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　待ちに待った土曜日。

　先週から急展開した私と本郷さん。目まぐるしく変化する関係に喜びつつ、できる限りのことをやり尽くそうと、強引な手を使ってきた。

　ベッド写真を強請りアイテムにしてしまうなんて、何て卑怯なんだ、私は……！

　そう思うけれど、彼をおびき寄せるには、こうするしかない。何せ、今まで私がどんなアプローチをしようとも靡かなかった相手だ。

　相手の不利になるようなことをチラつかせないと、私とふたりきりになろうとしないだろう。

　今日は私の家に招くことになっていて、昨日から準備に勤しんだ。部屋の掃除をして、彼に振舞うための料理の下ごしらえを済ませておく。

　本郷さんが来るのは、夕方。高ぶる気持ちを押さえながら、約束の時間を待っていた。

　しばらくして約束の時間の少し前、私のスマホにメッセージが届いた。

【もうすぐ着く】

　用件のみのシンプルなメッセージなのに、本郷さんからだと思うと飛び上がってしまいそうなほど嬉しい。もうすぐこの部屋に来るんだと思うと、胸の鼓動が速くなる。

「わぁぁ、もうすぐだ……！」

　部屋の中を最終チェックして、変なところがないか再度確認しているとインターホンが鳴った。

「は、はい！」

『本郷です』

　ドアホンモニターから見える本郷さんが、すでに格好よくて死にそうになる。会社で見るときよりも、ヘアスタイルが少しラフでいつもより若々しい。いつもが老けているわけではないけど、印象が違うから新鮮で親近感が湧く。

「どうぞ、入ってください」

　マンションの玄関の鍵を開けて中に入ってきてもらう。ここはオートロック式のマンションだから、エレベーターでこの部屋まで来るのにあと少し時間がある。

　部屋で待っているのも落ち着かないから、エレベーターホールまで彼のことを迎えに行くことにした。

　エレベーターが下階からここに来るまで、ソワソワしながら待つ。

　今日の私の服は、仕事のときに来ているオフィスカジュアルな服装とは違って、ロゴ入りＴシャツにデニムだ。本当ならもっと気合いを入れて、女性らしいワンピースとかスカートとか穿くほうがいいのかもしれないけれど、家で一緒に過ごすのだから、シンプルな格好にしてみた。

　本郷さんはどんな格好だろうと胸を高鳴らせていると、エレベーターが到着した。

「惣田さん」

　エレベーターから降りてきた本郷さんは、私が待っていたことに驚いたようで、名前を呼んで立ち止まった。

　私と同じようにデニムを穿いた本郷さんは、カジュアルなのに上品だ。トップスはＴシャツにシャツを羽織っていて清潔感がある。

　本郷さんの私服って、こんな感じなんだ……尊い！

　スーツ姿は凛々しくて素敵だけど、私服は自然体な感じで、また違った素敵さがある。

「どうしたの……？」

「いえ、何でもありません」

　しまった、私服姿の本郷さんに見惚れてしまって、意識が飛んでいた。すぐに我に返って、彼を部屋まで案内する。

「どうぞ、こっちです」

「ありがとう」

　扉を開けて中に誘導すると、本郷さんは私の部屋の玄関で足を止めた。

「へえ……こんな部屋に住んでいるんだ。女の子って感じだ……」

「そうですか？」

　ピンクのものとか、フリフリしたものとかは置いていないし、どちらかというとナチュラルな木製のインテリアが多い。シンプルな雑貨が好きで、玄関周りもそんな感じなのだけど、その中でも女性らしさを感じてくれたのかな？

「綺麗にしているんだね」

「本郷さんが来るんで、掃除頑張りました」

　いつもより念入りに、隅々まで掃除した。だって汚い部屋だと思われてがっかりされたくなかったから。

「惣田さんは綺麗好きでしょ。会社のデスクの上もいつも整理整頓しているし。仕事のやり方もきっちりしているから、どちらかというと几帳面だよね」

　まさか、そんなところを見られていたなんて。

　潔癖とまではいかないけれど、机の上はすっきりしているほうが好きだし、仕事もひとつずつ丁寧にやらないと気が済まない。とはいえ、時間がかかりすぎたり、やらなければならない仕事を溜めたりするのも嫌だから、手早くさっさと済ませる性質だ。

　そんな私の性格を把握しているとは、さすが本郷さん。

「仕事が丁寧で早いから、みんなからの信頼も厚い。頼りにしているんだよ、惣田さんのこと」

「いやいや、そんなこと……」

　本郷さんからそんなふうに言ってもらえるなんて光栄だ。仕事での自分の評価がどんなものか知らなかったけれど、上司にそう言ってもらえると嬉しい。

　廊下を通り、リビングへ案内する。リビングの中央には小さなテーブルが置いてあり、その近くにはいつも寝ているベッドがある。壁には液晶テレビがあって、ベッドにもたれて見られるようになっている。

「さ、どうぞ。クッションの上に座ってください」

「ありがとう」

　緊張しながら本郷さんを座らせる。ええっと、とりあえず飲み物の用意だよね。

「飲み物を用意しますね。何がいいですか？　お酒もありますけど」

「っ……お酒は遠慮しておく」

　先日、お酒を飲んでしまった上に、襲われてたことを思い出したのだろう。本郷さんは明らかに動揺して言葉を詰まらせていた。

　その様子が面白くて、顔がにやけてしまう。

「大丈夫ですよ、襲ったりしませんから。じゃあ、お茶にしますね」

「お願いします」

　そんなやり取りをして、私はグラスにお茶を注ぎ、本郷さんの前に差し出した。勢いで家に呼び寄せたものの、何をしようか具体的に考えていなかった。

　夕飯を一緒に食べようと思ってはいたけれど、それまでどうしようか。ゲームをするとか、映画を見るとか。

　ゲームといっても、テレビゲームは持っていないし、トランプなどの卓上ゲームもない。スマホで対戦できるようなゲームをしても、大人な本郷さんがそれを喜ぶとも思えない。

　だったら映画？　映画配信されているサイトに登録しているから、それの中から見たい映画を選んで一緒に見ようかな。

　ああ、でも、せっかく一緒にいられるのに、無言で映画なんてもったいない気もする。

「どうしたの、黙りこくって」

「本郷さん……今から何しましょう？　勢いで呼んだのはいいものの、何をしたらいいか分からなくて」

　素直にそう打ち明けると、彼は目を丸くして驚いていた。しばらく私の顔を見つめたあと、急に糸が切れたみたいに笑い出した。

「あははっ……何だ、それ。惣田さん、面白いな」

「ええ……っ？　私、面白いですか？」

　よく分からないけれど、本郷さんのツボに入ったみたい。普段あまり笑わない彼が、私が狼狽えている様子に反応したみたい。

　笑った顔は、こんな感じなんだ。目が細くなって、楽しそうに笑う姿が素敵だ。こんな本郷さん、初めて見た。

「何もしなくていいよ。別に、話しているだけでいいし」

　ええーっ、そうなの？

　本郷さんのことを強請って家に呼び寄せるような私に、会話しようと提案してくれるなんて優しすぎる。マジ神だわ、ああ、好き……。

「じゃあ、本郷さんのこと、いろいろ教えてください。さっそくですが、彼女はいますか？」

　お見合いまでしておいて、こんな基本的な質問をしてしまうが、ここは大事なところ。親からの勧めでどうしても断れずに来ただけで、実は本命がいたなんてことになったら、私の勝ち目がなくなる。ここははっきりさせておかないと。

「いるわけないだろ。お見合いしたんだから」

「でも、乗り気じゃなかったじゃないですか。てっきり恋人がいるのかと」

「いないよ」

　でも、本郷さんの容姿とスペックを考えると、恋人がいないほうがおかしい。こんなに素敵な男性に恋人がいないなんて、世の女性はどうなっているんだ。とはいえ、いたら困るんだけど……

「じゃあ、好きな人は？　気になる人はいなかったんですか？」

「仕事が忙しくて、それどころじゃないよ。惣田さんも知っているだろ。この前まで繁忙期で大変だったじゃないか」

「そうですね。あのときは、全員死んでましたね」

　ついこの前まで決算期で仕事に忙殺されていたことを思い出す。そんな中、新人の社員が急に病欠になってしまって、忙しい上に人手不足になって、期日までに仕事が終わらないかと思った。

　みんなの協力があって、何とかやり遂げたけれど。

「仕事ばかりで、恋愛どころじゃないよ」

「そうなんですか。本郷さん、モテそうなのに」

「出会うような場所に行ってないから、新しい出会いもないし」

　仲人の女性が言っていた通り、本郷さんは誠実な人だから、社内で恋愛もしないし、仕事に真面目だ。仕事に支障をきたすような真似は絶対にしないように注意しているのだろう。

　それなのに、私が襲っちゃって、今、すごく困らせているんだろうな……。

　申し訳ないと思いつつも、こうやって会話ができることが嬉しくてたまらないのだけど。

「じゃあ、前に恋人がいたのはいつですか？」

「え……？」

　現在は彼女がいないにしても、過去にはいたはず。それはいつ頃なのか、その人はどんな人なのか気になる。まだ好きだったらどうしようというのもあるし、確認しておかないと。

「まえ、は……」

　急に歯切れの悪い返事に変わった。

　もしかして、過去の恋人を忘れられていない説浮上？

　緊張しながら、本郷さんの返事を待っていると、ぽつりぽつりと言葉が続く。

「もう、三年以上前……かな」

「三年前ですか！」

　長い間恋人がいなかったことに驚く。やっぱりその人を引きずっていたから？

「もしかして、その人のこと……まだ好きですか？」

「好きじゃないよ。全然」

「どんな人だったんですか？　どうして別れたんですか！」

　私が本郷さんの恋人だったら、絶対に別れないのに。本郷さんと絶対に結婚したいし、いつまでも一緒にいたい。それなのに、何で別れたんだ！　と自分ごとじゃないのに、元カノに憤慨する。

「大学時代から付き合っていた人だったんだけど……俺の友達と浮気していたんだ」

「えっ!!」

　浮気……？

　浮気って、あの浮気？

　本郷さんという彼氏がいるにもかかわらず、他の男性と親密になってしまうという、あの浮気ですか？

「浮気……」

「そう、だから、俺……女性に対して、あまりいい印象がなくて」

　しかも自分の友達と浮気って言ったよね？

　何それ、何それ……。

「……お互い社会人になって、忙しかったから寂しかったのかも。俺の友人に相談している間に、そういう関係になったらしい」

「いやいやいや！　本郷さんという素晴らしい彼氏がいるのに、どうして浮気するんですか。寂しければ、本郷さんに言えばいいじゃないですか。他の人で寂しさを埋めるなんてセンスなさすぎ！」

　あり得ない、絶対にあり得ない。

　本郷さん以上の人なんて、この世に存在してないのに、寂しいからって本郷さんを傷つけるような行為をするなんて。しかも見ず知らずの人とならまだしも、共通の友人って……最悪すぎる。

「噂によると、その子は俺自身というより、俺の家柄とか金に目が眩んで付き合っていたっぽいんだよね。だから、俺のことなんて好きじゃなかったのかも。だから、裏切ることも平気だったのかな」

　浮気が発覚したあと、本郷さんのスペックに惚れていたという噂を耳にし、深く傷ついたそう。信用していた相手が裏でそんな話をしていたことを知ったら、それは悲しむに決まっている。

　世の中にはひどいことを平気でする人もいるのだと、他人事ながらショックを受ける。

「だから、あんまり結婚にも積極的じゃないんだ。親は早く身を固めてほしいみたいだけど、愛情のない結婚をしても、同じことを繰り返すんじゃないかと思ってしまう」

「確かに、過去にそんなことがあったら、トラウマになってしまいます」

「自分に自信がないだけだよ、情けない。浮気されたのだって、俺に魅力がなかったからだし、俺にも原因がある」

　私は今まで付き合った人に浮気されたことも、酷い扱いを受けたことはないけれど、きっと本郷さんの立場だったら、同じように傷ついてしまうだろう。

　そして恋愛に対しても、結婚に対しても、前向きになれないはず。また同じような思いをしたくないと気持ちにセーブをしてしまうかもしれない。

「こんな話聞いても湿っぽくなるよな。ごめん、忘れて」

「いいえ、大丈夫です。本郷さんのこと、もっと知りたいから、もっといろいろな話を聞かせてほしいです」

　きっと上司と部下のままだったら、こんな話をすることはなかっただろう。本郷さんが抱えている悩みとか、過去とか、もっと知っていきたい。

「私……浮気なんて絶対しません。お金目当てでもないし、嘘もつきません」

「え？」

「言葉では何とでも言えると思いますが、今はまだ言葉で伝えることしかできません。これから、本郷さんの目で確かめてほしいです」

　ずっと本郷さんだけが好きだ。

　優しいところも、厳しいところも、頼もしいところも、寡黙なところも、全部。

　まだまだ知らないところもたくさんあるだろうけど、それも全部好きになる自信がある。

　昔の彼女みたいに本郷さんの家柄とか、お金とかが目的とは思わないし、本郷さんが無一文になって、借金をしたとしても、それでも好きでいられる。

「気づいていると思いますが、私は本郷さんが好きです。元カノさんとか、周りにいる女性とは違うってところ、本郷さん自身の目で確かめてください」

「惣田さん……」

　こんな早々に告白をするつもりじゃなかったけれど、私が真剣だということを伝えなきゃという思いに駆られて言ってしまった。

　先週に朝まで過ごしたことも、生半可な気持ちじゃない。好きだからしたこと。誰でもよかったわけじゃないと分かってほしい。

「変なものを使って強請ってここまで呼び寄せて申し訳なかったですが、それくらい本郷さんのことが真剣なんです。きっとこれくらいしないと、本郷さんは私のことを意識してくれませんでしたよね？」

　まっすぐに彼を見つめて話すと、本郷さんも思いに応えるようにじっと見つめ返してくる。

「だから、チャンスをください。私のことを見極めるための時間を作ってほしいです」

　一緒に過ごしてみて、ダメだと判断されたらしつこくせずに諦めるから──と伝えた。

　一生懸命思いの丈を伝えきると、しばらく沈黙が訪れた。

　わぁぁ……沈黙が怖い。でも、ここで返事を焦っちゃダメだ。本郷さんもいろいろ考えているんだろうし。

　様々な不安が渦巻きながら、彼の返事を待っていると、彼は静かに口を開いた。

「……分かった」

　そ、その返事は……私の提案に承諾してくれた？

　私にもう少しだけ見極めるための時間を作ってくれるってこと……だよね？

「本郷さん……！」

　拒まれなかったことが嬉しくて、私は彼の体に飛びつく。

「そ、惣田さん……っ、こら」

　彼の首に手を回して、ぎゅううっと抱き着くと、本郷さんは慌てだす。まだ私との時間を作ってくれることに承諾してくれただけなのに、もう付き合うことになったみたいなテンションでいるものだから困惑しているっぽい。

「七瀬って呼んでください」

「ダメだよ、もし会社で呼んでしまったら大変なことになるから、変な癖はつけられない」

「ええーっ。大丈夫ですよ」

　いつまでも「惣田さん」と呼ばれるのは寂しい。少しでも親密になりたいから、名前を呼んでほしいとお願いする。

「お願い、本郷さん」

　彼の太ももの上に乗って、首に手を回しながらおねだりするけれど、彼は顔を背けて拒否を続ける。

「だめだって……」

「じゃあ、キスしてもいいですか？」

「えっ──」

　驚いて正面を向いた瞬間の隙をついて、ちゅっと素早く唇を奪う。

「惣田さん！」

「だって……この前は酔っていたから。ちゃんと素面のときに、私のキスを感じてほしくて」

「────っ」

　やられた、と悔しさと照れの混ざった複雑の表情を浮かべる本郷さんが可愛い。

「本郷さん、好きです」

　もう一度、ちゅっとリップ音をたてながら口づける。

　彼の頬に手を添えて、何度も唇を重ねていると、だんだん体が熱くなってきた。触れ合うだけのキスじゃ物足りなくなってきて、触れ合わせる時間が長くなってくる。

　拒否することなく、私にされるがままの本郷さんをいいことに、私は彼の唇を割って舌を挿入した。

「……っ、ん」

　本郷さんの舌は熱くて甘い。

　いくら絡ませても物足りなくて、もっとほしくなる。口づけを続けていると、彼から熱い吐息が漏れて、このキスを喜んでくれていることが伝わってくる。

　控えめにしか動かない彼の舌も愛おしくて、私がもっと愛したくなって、つい激しくしてしまう。

「そ……だ、さん……」

　そろそろ止めよう、と言い出しかねない本郷さんの声に、私は最後の一手を出す。

「本郷さん。これ……消してほしいんです、よね？」

　テーブルの上に置いていたスマホを手に取り、私たちがベッドの上で横になっている写真を見せる。

　そう、今日ここに呼び出したのは、この写真を消してほしければ、私の家に来てくださいと脅したからだ。

「う、うん……」

「じゃあ、もう一度エッチしてください」

　この前は酔っていて、私が一方的に襲っただけだ。彼の記憶の中に残っているのかどうか定かじゃない。ちゃんと私がどういう人なのか見極めるのなら、こういうこともちゃんと見てほしい。

「それは、無理だよ」

「どうしてですか？　私のこと、女性として見てくれる時間をくれるって言ったじゃないですか」

「そうだけど……それは、こういうことをするんじゃなくて、もっと──ほら、あの……」

　健全なデートをして、会話をして、仲を深めていこうって？

　もちろん、それも大事なプロセスだとは思うけれど、体の相性だって大事なことだ。

「デートもしたいですけど、エッチもしたいです。本郷さん、私のこと、全部見てください」

「でも、こういうことは、ちゃんと付き合っている人とするべきで」

「じゃあ、これは何ですか？」

　私の太ももに当たっている彼の股間を手で撫でて、彼を責め始める。言葉ではそう言うけれど、体はしっかり反応している。

　今日はこの前みたいに、私がグイグイいくんじゃなくて、ノーマルな感じでいこうと思ったのに、本郷さんが逃げ腰だから、こうなるしかなくなる。

「そ、それは……」

「本郷さんのここは、したいって思っているんじゃないですか？　硬くなってますよ」

　あああ、こんなこと言ったら嫌われるかもしれないのに。

　もっと可愛らしい女性でいたいのに、本郷さんを目の前にすると、いつもこんな積極的になってしまう。

　大丈夫かな、と不安になるけれど、私が強気に出ると、本郷さんが困った顔をする。その表情が可愛くて、もっと困らせたいと危ない加虐心が湧き出てくる。

「部下の家に呼び出されて、上に乗られて興奮してるんじゃないんですか？　本郷課長」

　役席名で呼ぶと、彼の股間が更に反応した。

「挿れてくれたら、消去しますよ。簡単なことでしょ？」

「でも……」

　鍛えられた逞しい彼の体を撫でて、誘惑を続ける。耳元で甘い囁きをすると、本郷さんの体の力が抜けていくのを感じた。

「私たちの職場が同じだから心配しているんですか？　大丈夫です、私、誰にも言いませんから。それに、私たちはお見合いしたんですよ。お見合い相手と仲良くすることは、悪いことじゃありません」

　だから、ね？　と、甘い言葉をかけ続けながら、彼のウエスト部分のボタンを外す。ファスナーを下ろして、ボトムスを脱がせようとすると、本郷さんは腰を浮かせた。

　拒否されなかった。……よかった。ってことは、もしかして続けてもいいのかな？

「本郷さんは、こうやって責められるのが好きなんですか？」

「そういうわけじゃ……」

「そうかな？　すっごく興奮しているように見えますけど」

　ボクサーパンツを太ももあたりまで脱がせると、膨張した屹立が天を仰ぐ。苦しかった場所から解放されて更に大きくなった気がする。

「従順な本郷さん、可愛いです」

「あ……っ」

　屹立を握って上下に擦ると、彼の腰がビクンと大きく震えた。体もさることながら、ここも比例して大きい。この前よりも鮮明に見える彼の大事な部分を見つめて、私も更に興奮していく。

「どうしますか？　エッチして画像消去するか、しないか」

　本郷さんの口から「する」と言わせたい願望のある私は、その答えが聞けるように誘導していく。

　屹立を指先でなぞって鈴口から溢れた蜜を先端に塗ると、そのたびに彼の腰が震えて感じているのが伝わってくる。

「ねぇ、どうします？」

「どう……って……。……っ、はぁ……」

　部下とこんなことを何度もしてはいけないのに、という理性と、感じる場所を触られて気持ちよくなってしまっている本能で揺れている本郷さんが愛おしい。

　普段真面目で、寡黙で、仕事熱心な上司が乱れている姿を見ていると、私のほうが欲情してくる。

　もっと乱したい、もっと理性を壊したい。

「挿れる？　挿れない？」

　彼のものを扱きながら、耳元で質問を続ける。形の綺麗な耳にそっと囁いたあと、舌で舐めてみた。

「私は、挿れてほしいです。本郷さんとのエッチ、すごく気持ちよかったから」

　恥を忍んで、全力で誘惑する。

　淫乱な女だとか、痴女だと思われても仕方ない。だって私、本郷さんとどうしてももう一度したい。酔った勢いの一度きりにしたくないから。

「写真、どこかに流出したら困りますよね？」

「……っ」

　本郷さんの太ももの上に乗りながら、私は自分のデニムを脱いで、ショーツ姿になると、上のＴシャツは着たままの状態で下半身だけ下着姿になった。

　そしてそのショーツをずらして、彼のものを私の蜜口へと近づける。

「惣田さん……！」

　待って、と腰を引く彼に負けじと私は腰を押し付けた。愛撫されていないのに、蜜で潤っているそこに彼のものを押し付けるといやらしい蜜音が鳴る。

　きっと本郷さんの屹立に愛液が移って、ぬるぬるになっているに違いない。

　すぐそこに本郷さんのものがあると思うと、興奮が止まらない。

「もしバレたら、私たちが付き合っているって、噂になっちゃいますもんね？」

　それは困るでしょう？　とジワジワと追い詰めていると、本郷さんが口を開いた。

「……する……」

　返事が聞こえているくせに、私は聞こえなかったような顔をして彼を見つめる。

「今、何か言いました？」

「するから、絶対に消してくれ。……それと、ゴムを」

　完堕ちした彼の返事に満足した私は、ベッドの傍に準備していたコンドームを彼に渡した。それを受け取った本郷さんは、下半身に手を伸ばして手早く自身に装着する。

「挿れるよ」

　切羽詰まったような切ない声色でそう囁かれて、私の胸は大きく跳ねる。ほしくてほしくてたまらなかったものが、ようやく手に入る──その喜びで、それだけで嬉しくて仕方ない。




　彼の太ももの上に乗っていた体を持ち上げられて、彼のものが私の中にゆっくりと入ってくる。中を伺うように少しずつ蜜を絡ませながら、じわじわと侵食されていく感覚に震える。

「あ……っ、ん──」

　閉じていた内側をこじ開けられていく。

　その間も、本郷さんの頬やフェイスラインにキスをしていると、彼の顔がこっちに向いて口づけられた。

「んんっ……」

　本郷さんからキスしてくれた！

　それが嬉しくて、無我夢中でキスに溺れた。お互いの舌を大胆に絡ませながら、濃厚な口づけを繰り返して極上のキスに夢中になっている間に、私たちは最後までしっかりと繋がった。

「あ、っ……はぁ……」

　苦しいほどにこじ開けられた感覚が愛おしい。愛撫されていないのに、彼のものを全部飲み込んで、中がどんどん熱くなっている。

「本郷さん、好き」

　そう告げると、彼のものが私の中で更に大きくなった気がした。苦しいほど押し開けられているのに、更に質量が増して苦しい。だけど、それが気持ちよくて癖になる。

　中を擦られるといい場所に当たって、すぐに達してしまいそう。

「ほ……ごさん……っ、気持ちい……っ」

　向かい合って座っている状態で、下から力強く何度も押し上げられる。そのたびに繋がった場所から淫猥な音がして、蜜が溢れていることに気づく。

　繋がっている間、何度も彼の頬や耳に口づけて、好きだと行動で伝える。言葉でも行動でも示したい。私がこんなに本郷さんのことを想っているのだと気づいてほしい。

「惣田さん……」

　全力で好きと表現していると、本郷さんは私の顔を見つめてから口づけた。情熱的なキスをしながら、体は燃え上がるように熱くなっていく。

「ん、んん……っ！　ん、ぅ」

　息を惜しむくらいのキスをしながら、接合部を揺さぶられると、体は一気に昇り始める。

「本郷さん、好き……！」

　好きだって気持ちを隠さなくてよくなったから、何度も好きだと伝える。すると、彼は私の体を抱きかかえてベッドへ移動した。

　繋がったまま上から見下ろされて、息が止まりそうなほどドキドキする。すぐに首に手を回してキスをねだると、彼も応えるように唇を重ねた。

「惣田さん……」

　甘い声色で名前を呼ばれたあと、唾液が零れるのも気にせず夢中でキスをしていると、抽送が激しくなってくる。

　この体勢……気持ちいい。

　この前にしたときは、常に自分が優位だった。本郷さんが泥酔していたから仕方なかったのだけど、相手から攻められていると求められているようで嬉しい。

　いつも自分が過ごしている部屋で、大好きな人に抱かれている──そう思うと興奮が止まらなかった。

「ほ……ん、ごうさん……気持ちい、ですか……？」

　私を見つめている表情は、冷静そうで感情が読めない。こんなに気持ちいいと思っているのも、喜んでいるのも私だけなのだろうかと不安になって聞いてしまった。

「ん……気持ちいい、よ」

「よかった」

　私がホッとしたら、本郷さんの表情が少しだけ緩くなった気がした。少しだけ隙のあるところを見られたようで、新しい一面にときめいてしまう。

「いっぱい気持ちよくなってください」

「……っ」

　私を感じてほしい。私がどういうものなのか、見定めてほしい。そして気に入ってほしい。私がほしいと思うほど求めるようになってほしいのだ。

　そんな願いをこめて言葉にしたのだけれど、本郷さんは表情を隠すように俯いた。

「そういうこと、言うのは……よくない」

「え？」

　聞き取れないほどの小さな声がして、何を言ったのか気になったところで、彼の動きが一気に加速していく。私の中をくまなく知ろうとする強い動きに襲われて、嬌声を上げることしかできなくなった。

　お腹の奥が……熱い。

　肌と肌のぶつかる音が激しくなって、快感に身を委ねるしかなくなる。頭の中が真っ白になって意識が薄れていく。

「……も、ダメ……っ、本郷さん……！」

「──っ、出すよ」

　その言葉のあと、彼から全てを貰おうとする本能的な動きで蜜道が強く彼を締め付ける。そのあとすぐに、彼の動きがより一層激しくなって、私たちは同時に果てたのだった。
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　二度目の夜を過ごしてからというもの、本郷さんは私を警戒しなくなったというか、二人の間に壁がなくなったように感じる。

　メッセージを送れば返してくれるし、デートに誘ったら予定を合わせてくれる。当然、会社では内緒の関係だから、今まで通り上司と部下として振舞っているけれど。

「本郷さん、こちらの確認をお願いします」

　仕事中、彼のもとに近づき、会議で使用する資料を渡すと、いつも通りの素振りで私から資料を受け取った。特に目を合わせることもなく、資料にすぐ目を向ける。

　そうなんだよね、いつもこんな感じ。

　余計なことは話さない。話すとしても業務に関わる話だけ。笑顔なしの、真剣な眼差し。

　それでも、ふいに目が合ったとき、今までならすぐに逸らされていたのに、今では数秒目が合ったまま時間が過ぎる。

　彼の特別な存在になれている気がして、そんな些細なことで喜ぶ。

　私のことを知ってほしいと伝え、それに了承してくれた本郷さん。だから、休日は一緒に過ごすことが増え、ふたりで出かける。

　ある日は映画館、またある日はショッピング。

　今日は母の日が近づいていることもあって、私たちは本郷さんのお母さんにプレゼントできるものを探しに行った。

「これどうですか？　上品でいいと思います」

「確かに。日焼けするのが嫌だとよく口にしているから、こういうのは喜ぶと思う」

　百貨店の中に入っているショップの中で、和装でも洋装でも合いそうな上品な淡いピンクの日傘を見つけた。有名なブランドのものだし、さりげなく上質な品だと分かる。

　本郷さんのお母さんが好きそうなデザインで、一目でこれにしようと思った。

「お母さまには、私が選んだと言わないで、本郷さんから渡してください」

「え？　どうして……？」

「きっと息子が自分のために選んでくれたって知ったほうが喜ばれると思います」

　本郷さんのお母さんのことだから、私が選んだと話しても喜んでくれるだろうけど、息子からだと聞いたら、もっと喜ぶと思う。まだ嫁でもないし、今は彼からのプレゼントということにしてもらったほうがいいと考えてのことだ。

「気を使ってくれて、ありがとう」

「いえいえ。じゃあ、これで決まりですね」

　本郷さんのほうを見て、にっこりと微笑みかける。すると、彼は何も言わずに私の顔をじっと見つめてきた。

　え……？　何だろう。私、変なこと言ったかな……？

「どうされました？」

「いや、何でもない。じゃあ、お会計しに行こうか」

「はい」

　私からの質問で何事もなかったかのように動き出す本郷さんだったが、明らかに変だった。でも追及するわけにもいかないし、そのままやり過ごしたのだけれど。

　その日の夜は、彼の選んでくれたレストランに行くことになった。

　どんな店に連れて行ってくれるのか胸を躍らせていると、街中ではあるものの小道に入ったビルの３階、隠れ家的フレンチレストランに到着した。

「わぁ……素敵な雰囲気」

　アンティークな家具やテーブルが並ぶこぢんまりとした店内には、間接照明の照らす落ち着いた雰囲気が漂う。ゆっくりとした時間が流れていて、静かな店内に流れるピアノが心地いい。

　こんなロマンティックなお店に連れてきてもらえるなんて嬉しくて自然と胸が躍る。

　店主に案内されたテーブル席につき、向かいに座っている本郷さんに話しかけた。

「本郷さん、こんな素敵なお店知っているんですね」

「友人と来たことがあって」

「そうなんですか。もしかして、女の子ですか？」

　悪戯っぽく質問したけれど、実は結構気にしていたりして。

　こんないい雰囲気のお店、女の子と来ていたら妬けるな、なんて思ったり。

「ち、違うよ」

「冗談ですよ」

　違うと聞けて、ちょっとホッとする。

「ほら、惣田さんの好きなワインも色々な種類があるよ。好きなものをオーダーしていいから」

「いいんですか？　でも……本郷さんは飲まないですよね？」

「いや……俺も、一杯だけ付き合うよ」

　前のことがあるから、絶対に飲まないだろうと思っていたのに、今日は付き合ってくれるんだ。私に寄り添ってくれる感じが嬉しくて、喜んでにやけてしまう。

　ああ、きっと私、表情に「好き」ってだだ洩れしているんだろうな。

　料理はコースをオーダーし、それに合うワインをお店の人に選んでもらった。ここは創作フレンチ料理と、ジビエ料理を味わえるらしくて楽しみだ。

「私、ジビエ食べてみたかったんです。初ジビエだ」

「俺もジビエは食べたことないかも。楽しみ」

　二人で初めてをシェアして、ワクワクしている感じが楽しい。前まで感じていた本郷さんから感じる壁も薄くなってきている感じがして、ふたりの距離が縮まっているようだ。

「お待たせしました。鹿のサラダです」

　前菜のサラダが出てきて、初めてのジビエにふたりで感動した。

「んーっ、美味しい！」

「本当だ、クセもないし、食べやすい。美味いな」

　想像していた何倍も美味しくて、私たちは思わず興奮してしまった。ワインにもよく合うし、味も文句のつけようのないほど美味しい。

　そのあとに続く料理もとても美味しくて、幸せを噛みしめながら楽しい食事の時間を過ごしたのだった。

「ごちそうさまでした、とても美味しかったです」

　最後のデザートまで、全部美味しかった。雰囲気もよかったし、本郷さんと落ち着いて他愛もない話もできた。もっと一緒に過ごしたいなと思えるほど、充実した素敵な時間だった。

　ビルの前で立ち止まり会計のお礼を伝えると、本郷さんは私のほうをじっと見つめてくる。

　あ……この顔。

　さっき百貨店の中でも見た表情だ。何か言いたげな、意味あり気な雰囲気。それがどういう意味を表しているのが分からなくて、感情が読めない。

　どうしたんだろう？

　何を思っているのか追及したほうがいいのか悩んでいると、本郷さんが話し始めた。

「もう……帰る？」

「え？」

「もう少し一緒にいたいんだけど」

　えっ……。ええ……っ、えええ────!!

　まさかの誘いに返事が遅れてしまう。本郷さんの口から「もう少し一緒にいたい」と言われるなんて、思ってもみなかった展開だ。

　そう言ってもらえてすごく嬉しい。だけど、何かそうしなければならない理由があるのではないかと疑ってしまう。

「どう……かな？」

「私は、全然っ──、全く問題ありませんが！　何かありましたか？」

　何を言われるのかと構えていると、彼は少し照れながら私の手を掴んだ。そして──

「ふたりきりになれるところに行きたい」と、耳元で囁やかれた。




　こんな展開、信じられない。

　いつも私が強引に誘ってホテルに連れ込んでいるのに、今日は本郷さん自らが誘ってきた。ラブホでもなく、普通のホテルにチェックインして、私たちは部屋に入るとすぐにベッドに直行した。

「あっ、あん……っ、ほんご……さ……」

　ずっとお預けされていたみたいに、本郷さんは私の唇を貪るように求めてくる。ほんのりと香るアルコールの香りにクラクラして腰が砕けそう。

　本郷さん、どうしちゃったんだろう？　もしかして、欲求不満だった？

　だけど待って。お風呂に入ってからのほうがいいんじゃないかと憚られる。

「待っ、て……。お風呂……入った、ほうが……」

「いい。このままで」

　今日一日、デートをして、それなりに汗もかいているのに、そんなこと気にしないと彼は熱い口づけを続ける。そして私のフレアブラウスの上から容赦なく胸を揉みしだいた。

　今日はデートだから、いつものオフィスカジュアルな服装とは違って、甘い雰囲気の格好にしてきた。フレアブラウスにスカートを合わせて、甘すぎないけど女性らしさのある感じで。大人な本郷さんの横に並んでも遜色のないように心がけて。

　最近一緒に過ごしたときは、いつも私が襲っちゃうから、今日は何もせず健全なデートにしようと思っていたのに……まさか向こうから望んでくるなんて予想外だ。

「あっ……あぁ……っ、んん……！」

　シャツのボタンを外し、ブラジャーを露わにするとカップをずらして中に隠していた尖りを見つけられた。琥珀色の淡い光の部屋の中、本郷さんが胸を愛撫しているところがはっきり見える。

　どうしよう、こんなの……刺激が強いよ。

　美味しそうな音をたてて胸を舐めている姿が色っぽくて、いつもの彼とのギャップに戸惑いつつも、その姿を見て体がどんどん熱くなっていく。

「……は、すご。惣田さんのここ、もうこんなになってる」

　胸を舐めながら彼の手は私のスカートの中に入り、ショーツの中まで到達していた。大事な部分はすでに濡れていて、彼の指で開かれると淫猥な音をたてる。

「や……っ、そんな──」

　そんなことないとは言えないほどに、そこは濡れそぼっている。とろとろに愛液が零れていて、彼の指が動くほどに蜜音が大きく鳴った。

「惣田さんって、いやらしいんだね。いつもよく濡れているけど、毎回そうなの？」

「……っ、あ！」

　いじわるな質問をしながら、本郷さんの指が敏感な場所をじわじわと攻めてくる。

「ちが……います……」

「本当？」

　俺以外のときでもこうなるんじゃないかと疑われているようで、恥ずかしくて体が燃えるように熱くなる。

　私、本郷さんのこと、いつも襲っているけれど、それは本郷さんが好きだからで。本郷さん以外の人にこんなに興奮しないし積極的にもならない。それを誤解されたくなくて、恥ずかしがりながら彼のほうに視線を向けた。

「本郷さんだから……です」

「へぇ……」

　あまり信用していないような返事がきて、その態度にもドキドキする。

　その冷たい感じ、いつもオフィスで見る本郷さんだ。他人を寄せ付けない感じのクールな態度が好きで、普段の彼に攻められていると実感して更に興奮が増す。

　彼のそっけない対応に酔いしれているうちに、彼の指先が蕾を転がすように弄り始めた。

「んっ！　ぁ……あぁ！」

　腰がビクビクと揺れて、全身に快感が走っていく。

「だ……ダメ、です……それ以上……したら……ああっ！」

　蜜で十分に濡れたそこを執拗に攻められて、痙攣するみたいに体が震える。すぐに意識を飛ばしてしまいそうになって、彼の服をぎゅっと握り締めた。

「続けたら、どうなるの？」

　耳元でそう囁かれて、腰が砕けてしまいそうになる。

　続けられたら、私──

「……っ、イッちゃいます」

　半泣きになりながら、そう素直に申告すると、ふっと小さく笑う声が聞こえた。

「そう。じゃあ、見てみたいな。惣田さんがイクところ」

　手を緩めず、いい力加減で気持ちいい場所を弄り続ける。更に気持ちよくなった私の体はとどまることを知らないみたいに一気に昇り始める。

「あっ、ああっ……あああ！」

　何が起こっているのか訳が分からなくなる。本郷さんに攻められているなんて、夢みたい。現実なのか夢なのか混乱しながらも、全てを彼に預ける。

　夢でもいい。このままもっと気持ちよくなりたい──

　頭が真っ白になって、涙をこぼしながら本郷さんの愛撫で絶頂を迎えた。

「……っ、あ、ああ、っ、イク……ッ、あああ！」

　痙攣するみたいに何度も腰を揺らしているのに、まだ弄られておかしくなりそうになる。敏感に反応する私を熱く見つめる彼の視線を感じた。

「惣田さん、可愛い」

　ふふっと笑い声と共に、そんな言葉が聞こえる。

　私が可愛い……？　幻聴？　もし本当にそう言ってもらえているのなら、私、嬉しすぎて死ねる。

　朦朧とした意識の中でそんなことを考えていると、本郷さんは私の足からショーツを抜き取った。達したばかりのヒクヒクしたままの秘部をなぞり、蜜口へ指をそっと挿入させた。

「あっ、──ん！」

「いつもの勢いはどうしたの？　今日はすごく大人しいね」

　そう質問しながら、彼の指が奥まで入ってくる。熱く潤ったそこは、嬉しそうに彼の指を飲み込んでいく。溢れてやまない蜜をかき混ぜられて、ぐちゅぐちゅと卑猥な音が部屋の中に響いている。

「誘ってこないから、今日はしたくないのかと思ったけど……ここはそうでもなさそうだな」

「あっ、あん……」

　本郷さんとしたくないわけがない。毎日だってしたい。だけど、あまりそればかりだと、嫌われてしまうのではないかと思って今日は誘わなかったのに。

　それが逆に彼に火をつけてしまったのだろうか。

「たくさんほぐさなくても、俺のこと、もうほしそうだよね」

　ぐちゃぐちゃに濡れた秘部は、本郷さんのことをねだるように中がうねる。もっと擦ってほしいと言わんばかりにぎゅっと締め付けて悦びを隠せない。

「どうする？　惣田さん」

「え……？」

「指で気持ちよくなるか、舐めるか、それとも、もう挿れるか」

　悩ましい質問に、混乱してしまう。どれもしたい。してほしい。本郷さんにされることなら、何でも嬉しいからどれかひとつなんて選べないよ。

「ぜ……んぶ、してほし……です」

「欲張りだなぁ」

　また呆れたような笑いが聞こえて、困らせてしまったかなと不安になって彼のほうを見る。しかし、本郷さんは微笑んでいて嫌そうではなかった。

「じゃあ、お望み通りに」

　服を着ていた本郷さんは、ガバッっと勢いよく脱いで準備を始めた。筋肉隆々とした逞しい裸を見るとたまらない気持ちになる。

　ああ、格好いい……っ！

　本郷さんは体勢を整えてから、私の望み通り、指戯をしながら舐め始めた。私から溢れた蜜を美味しそうにすすり、蕾を舌で刺激する。その間に指が中を蹂躙し、気持ちいい内側を十分に擦って快感を呼び寄せる。

　気持ちよすぎて快楽の拷問みたい。気持ちよすぎるからおかしくなりそうで、逃げたいのに太ももをホールドされているから逃げられない。気が狂いそうになるような愉悦を与えられて、すぐに絶頂を迎えてしまった。

「あう……」

　まだ最後までしていないのに、体がどうにかなってしまいそう。本郷さんがこんなにテクニシャンだなんて知らなかった。女性不信に陥っていると言っていたから、性行為自体にも興味がなくて淡泊だと思っていたのに──そうでもなかったみたい。

「まだ終わらないよ。ほら、脚開いて」

　二度の絶頂を味わったために力が入らない私の脚を持って、彼の肉体が近づいてくる。男性の力で強引に引き寄せられ、私の足を大きく広げると蜜口に彼のものが宛がわれた。

「本郷さん……」

　彼の名前を呼ぶと、上半身を倒してキスをくれる。まるで恋人同士がセックスするときみたいな甘い口づけに感情が高ぶる。

「ぁ、ん……っ、んぅ……」

　こんなことをされたら、私……もっと好きになっちゃいます。

　こんなに甘やかされていいの？　こんな幸せを知ってしまったら、欲張りになってしまいそう。

　贅沢な悩みを考えているうちに、彼のものがゆっくりと入ってきた。

「あ……ああ……っ」

　たっぷりと潤っているところに、大きなものが差し込まれていく感覚。いびつな形のもので押し広げられて、それだけでまた達してしまいそうになる。

　ひとつになった悦びを感じながら、彼の背中に手を回した。

「はぁ……っ、あぁ……んっ！」

　大胆なグラインドをしながら、彼は私の中を揺さぶっていく。本郷さんが動くたびに、いやらしい蜜音がして、繋がった場所からどうしようもなく蜜が溢れていることが分かる。

　手をベッドに縫い付けられ、彼の大きな体に組み敷かれて、完全に逃げられない状況に追い込まれて何度も腰を打ち付けられた。

　その力強い動きに惚れ惚れとしていると、本郷さんは私の顔を覗き込んでクスッと微笑を浮かべてきた。

「前の勢いはどこにいった？　俺にやられっぱなしで嫌じゃないの？」

「そんな、……ああっ」

　もしかして、私のことをＳっ気のある女性だと思っているのかも。今までの行動を振り返ると、そう思われていても仕方ないのだけど、本当はそうじゃない。

　とはいえ、今否定するような余裕はなく、言葉を詰まらせて反論できない。

「俺にこんな風に好き放題されていていいの？」

　されていていい。むしろ、そっちのほうが嬉しいくらい。

　攻めるのも好きだけど、本郷さんに情熱的に求められているのも好きだ。彼にされることなら、何でもいい。

「いい……です。本郷さんのこと……好きだから」

　だから、本郷さんのしたいようにしてくれたらいい──そう思って伝えると、本郷さんは蠱惑的な表情を浮かべて、私の腕を掴んだ。

「じゃあ、今までやったことない体位をして楽しませてもらおうかな」

「え……っ」

　繋がっていた体を離し、私を四つん這いの体勢にすると、背後から腰を掴まれた。

「あの……っ、本郷さん……!?」

　これって、後背位ってやつですか？

　まさかこんな体勢を求められるとは思ってもおらず、急な展開に驚く。もちろん、嫌じゃないけど、本郷さんに後ろから攻められるなんて……何ていうか、すごく興奮する。

「ほら、お尻突き出して」

「あっ……ん、あ……っ」

　強引にお尻を突き出すような格好にされ、彼のものが宛がわれる。早くほしいとひくつく場所に少しずつ挿入され、私は嬌声を上げながら迎え入れる。

　ヤバい、気持ちいい……っ。

　なんて思っていたのも束の間。背後からズンズンと突き上げられて、私は涙を零してよがるほど啼かされた。後ろから腰を打ち付けながら、尻肉を掴まれる。そんなふうにぐっと押し広げられたら、きっと全部見えているはず。

　前は自分から見せつけるようにそうしたこともあったけれど、本郷さんにされると恥ずかしくて燃えるように熱くなる。

「いい眺めだよ、惣田さん」

　ふふっと笑いながら低い声で囁かれると、お腹の奥がズクンと震える。

　彼の逞しい屹立が奥のほうを穿って、刺激してくる。もうこれ以上深く入らないような場所に彼を感じて、私は限界を迎えそうになっていた。

「も……っ、ダメ、です……私、イッちゃいそうです……」

　体を捻って彼のほうに向いて、そう訴えかけると、本郷さんは私の体に覆いかぶさるようにして近づいてきた。

「もうイキそうなの？」

「……はい」

　もう我慢できないくらい快感に飲み込まれて、腰が勝手に震えている。これ以上続けられたら、壊れてしまうんじゃないかと思う。

「残念だけど、まだ終わらないよ」

　そう言われて、気が遠くなった。まだこの快楽が続くのかという甘い絶望を味わっていると、彼の筋肉のついた太い腕で体を抱き寄せられて正常位に戻った。

「まだまだし足りない。もっと惣田さんのことを教えてくれるんじゃないの？」

「はぁ……はぁ……」

　肩で息をしながら彼のほうを見ると、静かに口角をあげて笑っている。

「乱れた惣田さんが見たいな。もっと気持ちよくなって」

　もしかして、これが本郷さんの本性？

　隠されていた一面を知れて嬉しい反面、想像を超える執拗な快感に戸惑ってしまう。

「ほん、ごう……さ……ああっ！」

　両手をベッドに固定されて、ガツガツと貪るように腰を打ち付けられていく。私は何度も達して声も出ないくらい感じさせられた。

　一度終わったかと思ったら、またすぐに次が始まって、何時間も求められる。大きな体に組み敷かれて、オスと化した本郷さんが満足するまで何度も抱かれた夜だった。
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　それから一週間後。

　ここ最近は本郷さんと休日を一緒に過ごすことが多かったのに、今週は都合が悪いと言われてしまった。

　そりゃあ、本郷さんだって用事のひとつやふたつあるよね。

　友達付き合いだってあるだろうし、家族の用事かもしれない。毎回私と過ごすわけにはいかないし、断られても仕方ない。

　今まで運がよかっただけ。

　お見合いしてからというもの、毎回休日を私のために使ってくれて、時間を割いてくれていたんだから感謝しないと。

　その成果もあって、仲良くなってきた。

　最初は私の一方的な好意で成り立っていた関係だったけれど、前回に彼から求められた実績がある。心を開いてくれているように感じるし、距離も近づいてきた。

　もうそろそろ、私たちの関係に進展があってもいいころだと思う。

　このまま正式に婚約者として付き合っていくのかどうか、返事をもらいたい。今度ふたりで会うことができたら、そのときはちゃんと聞こう、うん。

　そんなことを考えながら、日曜日に仲のいい友人とショッピングをしていると、とあるブランドショップから大きな紙袋を持った男女が出てきた。

　長身な男女だから、自然を視線が奪われる。隣にいる友人が私の服の裾を引っ張って小さな声で話しかけてきた。

「ねえ、見て。あのカップル、めっちゃ爆買いしてるね」

「ほんとだ！　すごいね」

　ハイブランド店なのに、こんなに買い物できるなんて、相当セレブな人たちだと感心しながら、その男女の姿を見ていた。

　女性は深くキャップを被ってあまり顔が見えない。スポーティな格好なんだけど、ミニスカートから伸びる脚はすらっと細くてスタイルがいい。最近流行りの巻髪がキャップから出ていて、絶対に綺麗な人だと確信する。

　その隣でいくつもの紙袋を持つ男性は、女性より更に背が高く、男らしい体躯をしている。割とシンプルな装いをしているはずなのに、すごく上品で、一般人には見えない。美男美女カップルだと確信してじっと見ていると、その男性の顔がちらっと見えた。

「っ……本郷さん……!?」

「え？　何、どうしたの？」

　隣にいる友人に聞こえるか聞こえないか分からないくらい小さな声で呟いて、私は茫然として固まる。

　あれは本郷さんで間違いない。少し遠くからだけど、私が彼を見間違うわけがない。

「おーい、七瀬？　どうしたの？」

　目の前の状況を受け入れられず、友人に説明さえできない。今日、友人と会ってから「実は好きだった人とお見合いして、最近いい感じなんだよね」とノロけていたのに、その相手に別の女性がいたことが発覚したなんて言えない。

　本郷さんと女性は腕を組んで、楽しそうに会話をしている。

　あのたくさんのショッパーは、彼女に買ってあげたもの？　女性にはひとつも持たせず、大荷物なのに、本郷さんが全部持ってあげている。女性のことを大事にしている様子が伝わってきて、仲の良さもひしひしと伝わってくる。

　本郷さん……彼女いないって言ってたのに。

　なのに、あんなに親密にしている女性がいたなんて。私、騙されてたの？

　いつもの本郷さんなら、あんな簡単に女性をパーソナルスペースに入らせない。ニコニコしながら女性の話を聞いたりしない。腕を組まれて、されるがままになるなんてありえない。

　きっと、あの女性は特別な人なのだろう。

「な、何でもないよ。さ、買い物に行こう」

「うん」

　これ以上、ふたりの仲のいいところを見ていられなくて、私は友人と共にその場を早急に立ち去った。




　──翌日。

　昨夜、本郷さんからメッセージが来ていたけれど、初めて返事をしなかった。

【今日は何をしてた？】

　普段、そんなことを聞かれたら、ありのまま全部を伝えるのだけど、返信する余力が残っていなかった。

　友人と買い物に行っていました、と言った流れで、本郷さんは？　と質問を返したら、何と答えるつもりなのだろう。

　私を騙すために嘘をつくかもしれない。恋人と一緒に過ごしていたなんて言わず、適当な用事を並べて本命の彼女を隠されていたかも。

　実は彼女じゃなくて、友達なんだと言われるかもしれないと淡い期待もしてみたけれど、本郷さんに限って、友人とあの距離感で接するとは思えない。

　そうなると、絶対に恋人。ほぼ確定です。ああ、もう絶望だ。

　朝の通勤ラッシュを抜けて駅を出ると、いつものコーヒーショップに立ち寄り、メニューを見ながら、独りごちる。

「そもそも、私がひとりで暴走してただけっていう……ね」

　お見合いだって、本郷さんは乗り気じゃなかった。最初から断る気だったんだ。

　それを強引に阻止して、脅迫まがいのデートに誘い、酔わせて襲った。相手は酩酊状態なのに、下半身が反応したのをいいことに体の関係を結んだ。

　そのあとも、ベッドでの写真を使って呼び出し、部屋に連れ込んで襲ったのは私。私のことをもっと知ってほしいと迫って、デートに何度か誘い、そのたびに何度も体を重ねた。

　この前、初めて本郷さんから誘われてホテルに行ったけれど、あれだって、毎回私が彼をセックスするように誘導したから、そうなっただけで。

　そうなるように仕向け続けたのは私だ。彼は欲望のまま、本能のまま私をほっしただけ。

　本郷さんはきっと、最初から私のことなんて眼中になかったんだ。

　それなのに、毎回毎回私がしつこく誘惑してくるものだから、据え膳食わぬは男の恥的なもので抱いてくれていただけだ。

「お客様、ご注文はお決まりですか？」

　可愛らしいコーヒーショップのお姉さんが私に問いかける。私の番になっているのに、いつまでも注文しないものだから、困っているようだった。

「すみません、ホワイトモカにホイップクリームとキャラメルソース追加で」

　いつもなら頼まないような甘いものにしてやった。今日はやけくそだ。こうでもしないと、傷ついた心を癒せない。

「はぁ……」

　美味しそうにカスタムされたコーヒーを片手に会社へ向かう。重すぎる足取りのせいで、全く前に進まない。何度もため息をつきながら、ダラダラと歩いていると、後ろから誰かにぶつかられた。

「いてっ……」

「わ、すみません！　大丈夫ですか？」

　振り返って見てみると、うちの会社に出入りしている運送会社の男性だった。

「お怪我はありませんか？　荷物に集中していて、前をちゃんと見ていませんでした。本当にすみません」

　男性は深々と頭を下げて、丁寧に何度も謝る。

　この人……そういや、よく見る人だ。

　夕方になると、集荷に来るお兄さん。私と同じ年くらいの人で、背が高くて、くりんと大きな瞳で可愛い顔立ちをしている。それなのに、体はすごく逞しくて本郷さんに負けないくらいガッチリしている。

　子犬系の顔に、男らしい体躯。そのギャップ、素敵だと思います。

「いえいえ、私こそ、ぼんやりしていたので、すみません」

「本当に怪我はありませんか？　もし何かありましたら、ここに連絡をしてください。病院に行かれるなどあった場合、僕がお支払いしますので」

　彼は私に名刺を差し出した。運送会社の人って、名刺あるんだ……と驚きつつ、そこまでしてもらう必要はないと断る。

「そんな大げさですよ、大丈夫ですよ。名刺はいただかなくて平気です」

「いえ、いけません。業務中にお怪我をさせたとなると、ちゃんと責任を取る義務があるので。何かあったらすぐ連絡を」

　半ば強引に名刺を手渡され、私は運送会社のお兄さんの電話番号をゲットしてしまった。

「では、失礼します」

　爽やかに頭を下げて、運送用の車へ戻っていく彼を見送って、また深いため息をつく。

「はぁ……元気出ない」

　もし私が好きな人もいなくて、フリーの状態で、彼に声をかけられたら「やったー、新しい出会いだ！」と喜んでいたかもしれない。

　でも今はそんな気分じゃない。本郷さんが好きで、本郷さんに好かれたくて。

　でも相手は私のことなんて好きじゃなくて、失恋決定した。それでもまだ好きで、現実を受け止めたくないと思っている。

　会社に行くと本郷さんと顔を合わせてしまう。同じ部署で直属の上司だから、絶対に会うことは分かっている。

　顔を見るのは辛いと思うのに、今日の本郷さんはどんな感じだろうと一目見たい気持ちもある。彼のせいでこんなに落ち込んでいるのに、まだ会いたいと思っているなんて……相当好きだと思い知らされる。

「はぁ……」

　重い足取りのままオフィスに入り、カスタムされた甘いコーヒーを飲みながら仕事にとりかかる。何度か視線を感じて顔を上げると、本郷さんが私のほうを見ていた。

　悔しいけれど、今日もめちゃくちゃ格好いい。ずっと見ていたいくらい、私のタイプそのものだ。

　外見もさることながら、中身も負けないくらいいいから困ってる。仮に騙されていたとしても、この惚れた気持ちは簡単には消せない。

　それにしても、どうして私のことを見ているのだろう。何か言いたそうな意味あり気な視線を投げかけられても、私は気づかないふりをするばかり。

　メッセージを返していないから？

　それとも、いつ恋人がいると打ち明けようかとタイミングを見計らっているから？

　もし次に彼から何かアクションがあったら、そのときは逃げずに話を聞こう。逃げ回っていても、事態が好転するわけでもない。

　私もいい大人なんだから、そろそろ諦める覚悟を決めないと。




　──夕方。

　退社時刻が近づき、ある程度仕事が片付いたところで、運送会社の人が集荷にやってきた。うちの会社と提携しているので、いつも夕方五時ごろにやってくる。

　朝、ぶつかったお兄さんが私の姿を見つけると、急いで私の傍までやってきた。

「あの、すみません……」

「あ、今朝の。今日は朝からすみませんでした」

　いつもわざわざ社員のデスクまで近寄ってきたりしないので、私の周囲は何事かと少しざわつく。私と運送会社のお兄さんに視線がちらほらと集まってきた。

　気にかけてもらうほどのケガをしているわけでもないのに、心配してもらって申し訳なくなる。

「お姉さんのお名前……えっと、惣田七瀬さんっていうんですね」

「あ」

　首から社員証をかけているので、彼に名前を読まれてしまった。

「そうです。本当に今朝のことは気にしないでください。病院に行くほどでもなかったですし」

「本当ですか？　あの、惣田さん……今、少しだけお時間もらえませんか？」

　まだ周りが仕事中だというのに、急に呼び出されてしまった。ケガのことでの手続きとか、相手の会社から何か言われたのかもしれない、と一応話を聞くことにした。

　オフィスから廊下に出たところで、彼は私の目の前に立って、深々と頭を下げてきた。

「惣田さん、僕と一緒に食事に行ってもらえませんか？」

「え……っ？」

　今まで何度も顔を合わせていたものの、ちゃんとした普通の会話したのは今日が初めてだ。今までは挨拶ぐらいしかしていなかったのに、どうして急にそうなった？

　怪我をしていないし、もう本当に気にしてもらわなくて大丈夫なのに。

「いやいやいや……お詫びなんてしてもらわなくて大丈夫ですよ」

「いいえ、違います。実は僕、前から惣田さんのことが気になっていたんです。今日ぶつかったのは、わざとではなく偶然なんですけど、朝から惣田さんに会えて、お話できて、このまま何もなかったことにしたくないなって思ったんです」

　えええーっ。まさか運送会社のガチムチお兄さんから気に入られていたなんて！

　急展開に驚いて言葉を失っていると、彼は話を続けていく。

「僕にチャンスをくれませんか？　惣田さんは、恋人がいますか？　いるなら、無理にとは言いませんが、いないなら僕と食事に行ってください」

　清々しいほどまっすぐに気持ちを伝えてくれて、好印象を抱く。こういう人と恋愛できたら、いいのかもしれない。

　私のことを想っていてくれて、大事にしてくれそう。

　私が必死に追いかけなくても、温かく包み込んでくれそうな人。だけど──

　私は本郷さんが好き。もうすぐフラれてしまうと分かっていても、本郷さん以外考えられない。恋人なのかと聞かれたら、そうじゃないけれど。

　デートは何度かしたし、深い関係にもなっている。それなのに彼から一度も好きだと言われたことがないし、その上本命がいると分かってしまった。

　最悪な状況なのに、まだ好きなのだ。

「恋人……いますか？　いないのなら、僕に時間をください」

　傷ついて弱っているところに、こんな情熱的な誘いの言葉はきつい。揺れそうになりながら、でも断ろうと口を開いた瞬間、私たちの傍に本郷さんがやってきた。

「お話中失礼。申し訳ないですが、彼女は僕の婚約者なんです」

「えっ──」

　本郷さんは運送会社のお兄さんの肩を掴み、私との距離を大きく広げる。まさか本郷さんがそんなことを言ってくれるなんて思ってもみなかったので、目を丸くして絶句した。

「そ、そうだったんですか！　知らずに声をかけてしまって、申し訳ありません」

「いえ、いいんです。あなたが言うとおり、彼女はとても魅力的な女性ですから仕方ありませんよ」

「業務中に申し訳ございませんでした。僕は失礼いたします」

　婚約者だと名乗る男性が現れたおかげで、運送会社のお兄さんはすぐに立ち去っていった。廊下に残された私と本郷さんは、しばらく沈黙のまま立ちすくむ。

「仕事中にすみませんでした。かばってくださってありがとうございます」

　運よく周囲に人がいなかったものの、もし他の人に聞かれていたら誤解されていただろう。会社では絶対に私たちの関係を知られたくないと言っていた人なのに、手を煩わせてしまったことを申し訳なく思う。

　だからせめて、困っている部下を助けた上司と実感してもらえるように、丁寧に頭を下げた。

「本当のことだろ？　それとも、あいつとデートしたかった？」

「そんなこと……！」

「俺のこと、昨日から避けているみたいだし……もう飽きたのか？」

　会社の中でそんなことを聞かれるなんて驚いて、何も言えなくなる。どう返事していいか悩んでいると、本郷さんは話を続けた。

「俺に言いたいことがあるなら、はっきりと言ってくれ」

「言いたいことがあるのは、本郷さんのほうじゃないんですか？　私……私……っ」

　今日一日、ずっと不安だった。昨日見た場面を何度も思い出して悲しかった。

　聞きたいけど、怖くて聞けなくて。私たちの関係が終わってしまうのが嫌で勇気が出なかった。

　抑えていた感情が一気に溢れ出して、涙が頬を伝っていく。

「え……っ、あ……こら、泣くな」

「だって……私……」

「分かった、じゃあ、今から話をしよう。ふたりで会社を出よう」

　本郷さんはハンカチを差し出して、涙を拭ってくれた。悲しいのに、こんな紳士的な振る舞いにドキドキしている自分に呆れてしまうけど、彼のハンカチを握り締めたら好きな気持ちが止まらなくなる。

　私より先に本郷さんがオフィスを出て、私も涙が引いてからオフィスを後にする。いつもみたいにコソコソするわけでもなく、会社から出てすぐのところで落ち合った。

「こんな状態で飲食店には入れないよな。えーと、俺んちに来る？」

「え……？」

　もうすぐお別れしないといけないかもしれないのに、家に招いてくれるんですか？

　本郷さんの部屋、興味ある。もう二度と行けないかもしれないから、是非ともお邪魔したいです。どこまでも強欲な自分に呆れるけれど、そこは譲れない。

「行きます」

「じゃあ、タクシーに乗ろう」

　大通りに走っているタクシーを停車させ、私と本郷さんは彼の家に向かうべく乗車した。
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「どうぞ」

　本郷さんに連れて来られたのは、オシャレなデザイナーズマンションだった。外観はモダンでセンスがよく、こんな格好いい場所に住んでいるのか！　と感心するほどだった。

　中に案内され部屋に入ると、シックなカラーで統一された男性らしい部屋が広がっていた。

「本郷さんの家……すごく格好いいですね」

「そうかな？　シンプルだけどね」

　本郷さんは家に入るとネクタイを取り、腕時計を外す。ジャケットもクローゼットに片づけると、胸元のボタンを外して少しリラックスした雰囲気に変わった。

　部屋の真ん中にあるソファに座るように導かれて、身を縮こませながら座ると、本郷さんは距離を詰めて隣に座ってきた。

「で。さっきは、なんで泣いたの？」

　俯き気味の私の顔を覗きながら、そんなことを聞いてくる。

　そんなふうに聞かれたら、ドキドキしてうまく話せなくなるから困るよ。

「あの……えっと……昨日、私……」

「うん」

「本郷さんが、他の女性と楽しそうに買い物をしているところを見たんです」

「えっ!!」

　そう打ち明けると、本郷さんは一瞬で顔色を変えて大きな声で驚いた。

　ほら、やっぱり。見られたらマズい相手と一緒にいたんだ。見られていたことに狼狽している本郷さんは落ち着きがなくなっていく。

「そうかー、見られていたんだ……そうだよな、あんな街中にいたら、遭遇することもあるよな……」

「はい……」

　あれは誰ですか？　恋人ですか？

　私に彼女がいないと言ったのは、どうしてですか？　最初から彼女がいると言ってくれていたら、さすがの私でもここまで強引に迫ったりしなかった。

「あれは彼女ですか？」

　聞くのが怖いけれど、もったいぶらずにひと思いにとどめを刺してほしい。変に隠されるくらいなら、真実を打ち明けてほしいと、ストレートに質問した。

「違う、彼女じゃない」

「じゃあ、一体誰ですか？」

「あれは…………いとこなんだよ」

　はぁ、と重いため息をつきながら、本郷さんはソファの背もたれに体を預けた。

「派手な子だったろ？　俺と同じ年のいとこで、誕生日プレゼント買いにいくのに付き合わされていたんだ」

「いとこ……。本当ですか？」

　苦し紛れの嘘をついているんじゃないかと疑いの目を向けると、彼はスマホを取り出してアルバムフォルダを見せてきた。

「こいつだろ？」

「そうです」

　昨日見かけた女性の写真を何枚か見せられる。昨日みたいにスポーティな格好をしているときもあれば、仕事帰りのようなオフィスカジュアルな格好をしているものまで数枚見せてもらった。

「見た目はいいほうだと思うけど、中身はなかなかの奴でさ。俺が女性に対していい印象を持たなくなっていったのは、こいつのせいってのもある」

　まさかのいとこをこいつ呼び。親しいことが伝わってくるものの、あまりよく思っていない感じもひしひしと伝わる。

「ほんっとワガママで、気分屋。典型的なお嬢様って感じで大変なんだ」

「そう……なんですか？」

　元カノに浮気されたのが一番の原因ではあるものの、このいとこの女性も相当なワガママっぷりで本郷さんを振り回すらしい。そういうものが積み重なって、女性に対して距離を置くようになったと説明された。

「話だけでは、信用できないよな……」

　どうにかして私に信じてもらおうと考えている本郷さんは、そのいとこの女性に電話をかけ始めた。

「……もしもし？　今、大丈夫？　あのさ、昨日お前といたせいで、婚約者に疑われているんだけど、説明してくれる？」

　電話越しに「きゃはは」と笑う声が聞こえてくる。全く悪びれていなさそうな底抜けに明るい声を聞いて、本郷さんの言うとおりなのではと思えてきた。

　そのタイミングでスマホを渡されて、彼女と話をするように促された。

「もしもし……」

『あ、もしもーし。ごめんね、誤解させちゃって。聡史の婚約者さんだよね？　えーっと、七瀬ちゃんだっけ。おばさんから話は聞いてるよ。私、聡史のいとこの有あり紗さっていうの。よろしくね』

　私が返事をする前に、彼女の話はどんどん進んでいく。彼女のペースに呑まれて、相槌を打つしかなくなってしまった。

『私のこと、もしかして浮気相手だと思った？　ぜーんぜん、そんなんじゃないから！　聡史は私のタイプじゃないし、そもそもいとこ同士だから、そんな感じにならないよ。たまに私の買い物についてきてもらうんだけど、荷物持ちってとこかな。聡史、無駄に筋肉あるじゃん？　だからだよ。あははっ』

「そうなんですね……」

『だから、気にしないで。あ、そうだ。今度一緒に遊ぼうよ。私も彼氏を連れていくから、四人でグループデートしよう』

　ああ、この人はきっと、怪しむような人じゃないんだ。本郷さんのことを何とも思っていないというのが伝わってくる。彼らが言うとおり、ただの仲のいいいとこなのだろう。

「はい、ぜひ。疑ってすみませんでした」

『いいの、いいの。それより聡史にいい感じの人ができてよかったよ。ずーっといい人がいなくて困っていたんだよ。だから、七瀬ちゃんとうまくいってて嬉しい。ヤキモチ焼かれるくらい、好かれているんだなって分かってよかったよ』

「ありがとうございます」

　有紗さんのことを本命の相手なんじゃないかと疑ってしまったというのに、なんて優しい言葉をかけてくれるんだろう。

　有紗さんの優しさに感動していると、本郷さんが私の耳元からスマホを取り上げた。

「じゃ、そういうことだから。ありがと」

　そう伝えると、本郷さんは通話を終了させた。

「何か変なこと言われなかった？　あいつ、おしゃべりだから……」

「いいえ、大丈夫です。いとこだよってちゃんと教えてくださいました」

　有紗さんがいとこでよかった。もし特別な相手だったら、きっと私、救いようのないくらい落ち込んでいただろう。

「不安にさせてごめん。ちゃんと話をせずにここまで過ごしてきた俺が悪いよな」

「え……？」

　本郷さんはソファに座りながら体勢を整え、私のほうをまっすぐ見据えた。何かを決心したように深呼吸してからゆっくりと話し出した。

「俺、惣田さんのことが好きだ。正式な婚約者になってほしいと思ってる」

　夢みたいな言葉をかけられて、理解するまでに少し時間がかかる。

　私のこと……好き？　正式な婚約者に、してもらえるの……？

　今まで私が様々なことで強請って、ふたりの関係を続けてきた。断りにくい状況に追い込んで婚約者の座を譲らずにきたけれど、まさか本郷さんに認めてもらえる日が来るなんて信じられない。

「ほ、本当ですか……？」

「うん、本当。惣田さんと一緒に過ごすうちに、本気になった」

　最初は部下としてしか見ていなかった。部下としてはいい子だし、可愛いと思っていたが、一線を引いていた。しかしお見合いをして仲を深めていくうちに、女性として意識していくようになったと打ち明けられた。

「惣田さんの積極性にはやられたよ。こんなに強引な女性は初めてだ」

「それ……褒めてますか？」

「もちろん。俺のことを本気で好きと思ってくれているんだなって伝わった」

　なりふり構わず積極的に攻めていく姿が、一途でまっすぐだと彼の心を射止めたようだ。

　よくやった私！　自分で自分を褒めてあげたい。

「さっき、運送会社の奴に口説かれているところを見て、ちゃんと伝えていなかったことに後悔したし、すごく焦った。他の男に絶対に渡したくないと思った」

「本郷さん……」

「だから、俺と婚約して。早く俺のものになってほしい」

　まっすぐに見つめながら、そんな言葉を言うものだから、私はそのまま腰が砕けて倒れてしまいそうになる。大好きな本郷さんから好きって言ってもらえるなんて、夢みたい。

　味わったことのない多幸感に包まれて、私は思わず涙をこぼしていた。

「嬉しいです……私、いつでも本郷さんのものになります」

「じゃあ、今すぐでも？」

「はい、今すぐにでも！」

　本郷さんに求められるなら、いつでも。

　本郷さんのためなら、何でも差し出せる。私の全てをかけて、本郷さんを愛しているんだから。

「七瀬」

「はいっ……」

　初めて呼ばれる名前に、全身が反応する。じわっと芯から熱くなって喜びが弾けだした。

「俺の恋人ってことで、いいんだな？」

「はい！」

　満面の笑みで答えると、本郷さんは見たことのないような甘い笑顔で私に微笑みかけた。

「七瀬、好きだよ」

「私もです」

　本郷さんのことが好き。彼のことが好きだと意識し始めたときから、ずっと同じ想いを抱えて今日までやってきた。本郷さん以外は目に入らない。本郷さん以外ほしくない。

　そんな大好きな人から好きだと言われて、すごく幸せだ。

　目の前にいる愛しい人に抱き着いて、お互いの愛情を確認する。

「恋人になったんだし、敬語なしにしようか」

「……っ、うん」

「それから、俺のこと、名前で呼んでくれる？」

　彼のぬくもりを感じながら、いっきに緊張が走る。本郷さんの名前は聡史で、今まで一人のときに妄想として名前を呼んだことはあったけど、本人を目の前にして呼ぶのは初めてだ。

「呼んでみて」

「……うん」

　まさか相手に切望されて呼ぶ日が来るなんて思わなかった。すごく緊張する。

「聡史……さん」

「さん付け？　呼び捨てがいいんだけど」

「……っ」

　今まで絶対に相手にされていないと思っていたから、こっちからグイグイと積極的にやってきたのに、急に立場が逆転している気がする。

　照れて恥ずかしがる私の態度を面白がるように、本郷さんは腕の力を緩めて私の顔を覗き込んできた。

「ねえ、七瀬。呼び捨てしてよ」

「う……。でも……」

「呼んでくれないと、キスしないよ」

　そんなの、ズルい。いつもの本郷さんのキャラからは想像ができないような甘い言葉にクラクラしてしまう。そんなギャップ反則だよ。もっと好きになってしまう。

「キス、しなくていい？」

　なかなか呼べずにいる私を挑発するように、本郷さんは頬に口づけてくる。柔らかな唇の感触が気持ちよくて、唇にしてほしいと欲が湧く。

「……っ、やだ……」

「じゃあ、呼んでみて」

「…………聡史」

　照れながら小さな声で囁くと、彼の口元が緩んだ気がした。

「ん……何て？　聞こえなかった」

　今の、声が小さかったけれど、きっと聞こえていたはず。それなのに聞こえていないなんて、絶対わざといじわるを言ってるに違いない。

　でもそんな悪戯な子供のような一面も愛おしくて、その挑発に乗る。

「聡史、キスして」

　彼の首に手を回しておねだりをすると、それに応えるようにキスが始まった。

「……っ、ん……」

　そこからは止まらなかった。好きという感情をぶつけ合うように、何度も口づける。唇を触れ合わせるキスからだんだんと変化して、大人な口づけへと変わっていく。

　今まで何度もキスをしてきたけれど、今が一番高揚している。お互いの舌を絡ませ、息を惜しむみたいに激しく口づけていると、体がどんどん熱くなってきた。

「聡史、好き」

「うん、俺も。七瀬……好きだよ」

　会社ではあんなにクールな上司が、私のことを好きだと微笑んでくれる。その甘い表情を見ていると、とろけてしまいそう。聡史にぎゅっと抱き着くと、彼の手が私の背中を優しく撫でた。

「……んっ」

　大きくて男らしい手が背を撫でてくると、私の体は敏感に反応してビクンと揺れた。

「くすぐったい？」

「ん……っ、ちょっと……」

　くすぐったいというより、感じていると言うほうが正しいのかもしれない。彼の手が動くたび、私の体は跳ねるように動いた。

「反応が可愛いから、興奮する」

「あっ……聡史……っ」

　聡史の手が素早く動いて、服の上からブラジャーのホックを外した。パチンと外れてしまったブラジャーは肩に紐がかかっているだけの状態になり、服の中で力尽きる。

「触っていい？」

「あ……っ、もう……。聞く前から触ってる、くせに……」

　ホックを外したあとすぐに私の服の中に入ってきた手は、もうすでに胸に触れている。胸の柔らかさを確かめるように手で包みこみながら、優しく揉みしだいていた。

「あぁ……んっ、はぁ……」

「七瀬の胸、ずっと触っていたいくらい、触り心地がいい」

　胸を触りながら私の頬や耳元にキスをしてきて、全部の行動が甘くておかしくなってしまいそう。普段とのギャップが大きすぎて、喜びが増してしまう。

　乳房の柔らかさを楽しむように揉んだあとは、胸の中心部にある小さな尖りを弄り始めた。私の視界には服の中で彼の手がゴソゴソと動いているだけだが、中ではいやらしく動いて虐めてくる。

「……ん、あぁ……っ」

　そして何よりも一番感じるのは、私が感じているところをじっと見つめる聡史の視線。どんな顔をして感じているのか、ずっと見られていて恥ずかしい。私の反応を楽しみながら、彼の愛撫はどんどんエスカレートしていくのだ。

「そろそろ、ベッドに連れていってもいい？」

　その甘い誘い文句に胸が跳ねる。

　聡史のベッドルームがどんなものか気になるし、普段そこで休んでいるプライベートな場所へ案内してもらえるのが嬉しい。

「うん、行きたい」

　彼の申し出に乗ると、聡史は私の膝の下に腕を入れ、お姫様抱っこをした。

「きゃ……っ、聡史!?」

「しっかり掴まってて」

「で、でも……っ、私、重いから……」

「全然重くないよ。ほら、動くよ」

　私のことを軽々と持ち上げ、聡史はリビングから寝室へ向かうため廊下を歩き始めた。さすが筋肉隆々なだけあって、私のことをいとも簡単に抱きかかえる。

　少し廊下を歩いたところに扉があり、そこに入ると、彼の寝室になっていた。ネイビーで統一された寝具たち、大きな窓の近くには観葉植物が置いてあってシンプルなのにオシャレ感が漂っている。

　ここが、聡史の寝室……！

　ずっと憧れだった彼のプライベートゾーンに侵入できて感動してしまう。誰も知らない場所に連れてきてもらえる特別感が嬉しい。

「……どうしたの？」

　抱きかかえてもらいながら、ふるふると震えている私に気づいたようで、聡史は心配そうに私の顔を覗きこんできた。

「ここが憧れの本郷課長の寝室かと思ったら、いろんなことを想像してドキドキしてきた……っ」

「いろんなことって何だよ？」

　変なことを言うなぁ、と呆れて笑う聡史は、私の体をベッドにそっと下ろした。そして私の上に覆いかぶさるような体勢になる。

「何を想像したの？」

「眠っているところとか、寝起きの姿とか……あとは、ちょっとエッチなことしているところとか……。あ、でも他の女の人とそういうことをしているのは、ちょっと嫌だなーと思うから、想像は一人でしているところだけにする」

　最後の一言は余計だったかもしれないのに、素直に全部答えてしまった。気づいて口元を押さえたら、聡史は楽しそうに笑った。

「七瀬は本当に素直だよな。そういうところが可愛いんだけど」

「か……っ、可愛くなんか……！」

「可愛いよ。隠しごとなんて一切しないし、自分の気持ちに正直なところ、すごくいい」

　見つめ合いながら、聡史は私の頭を優しく撫でた。大きな手で撫でられて、くすぐったい気持ちになる。

「七瀬以外の女の子をこの家に連れてきたことはないよ」

「ほんと……？」

「ああ、本当。だから安心して」

　そう言ってもらえて嬉しい。喜びのあまり、勢いよく彼に抱き着く。

「ありがとう、連れてきてくれて」

「当たり前だろ、恋人なんだから。それより、俺たちは婚約者なんだ。ゆくゆくは、結婚するつもりだろう？」

　結婚と言われて、胸が大きく跳ねる。

　そうだ、私……聡史と正式に婚約したんだ。このままうまくいけば、本当にお嫁さんになれるかもしれない。何年も夢に見ていたことが叶いそうなところまできていることに気づく。

「この先一緒に住むことになるだろうし、俺との生活に慣れてもらわないと」

「うん」

　聡史との未来を考えると、期待で胸が膨らむばかりだ。そうこうしていると、聡史の手が動き始めていることに気が付いた。

「あ……っ」

　ブラウスの裾を持ち上げて、上半身を脱がせていく。下着をなくした体を思わず両手で隠した。

「何で隠すの？」

「だって……恥ずかしいから」

「ほんと、七瀬って不思議だな。あんなに大胆に俺に迫ってきていたのに、自分がされると恥ずかしいんだ？」

　うう……、そう言われたら、そうなんだけど。

「あのときは、どうにかして聡史と仲良くなりたかったから、必死で……」

「俺だからしたってこと？」

「そうだよ。だって、私……聡史のこと、ずっと好きだったんだから」

　興味のなかったお見合いをしたいと思って、自分から積極的になろうと決意するくらい聡史のことが好きだ。会社で何度も声をかけたけれど、全然相手にされず、途方に暮れていたから、できる限りのことをしようと思った。

「入社してすぐから、ずっと聡史のことが好きだった。でも私に興味なさそうだったし」

「……そんなことはなかったんだけど」

「え？」

「七瀬のこと、いいなと思ってた。でも、会社の子に手を出すのはよくないと思っていたから、意識しないようにしてたんだよ」

　仲人が言っていたとおり、聡史は真面目な人だ。課長という立場もあるので、会社の女性に手を出さないようにしていたのだ。

「じゃあ、ちょっとはいいなって思ってくれていたの？」

「ああ、そうだよ。そうじゃなきゃ、いくらお見合い相手だからって誘いには乗らなかっただろうし」

　そうだったんだ。全く相手にされていなくて好かれていないと思っていたけれど、そうじゃなかったと知れて嬉しくなる。

「おしゃべりはここまで。俺に集中して」

　私を見下ろす聡史は、自身のシャツのボタンを外し始める。胸元がはだけて、男らしい胸元がはだけていく。

　お互い上半身裸になると、ぎゅっと強く抱きしめられた。彼の肌のぬくもりを感じたら、一気に興奮が高まっていく。ずっと触れていたいほど気持ちいい感触で、聡史の肌の匂いを吸い込んで幸せに浸る。

「聡史……好き！」

　一回言うだけじゃ足りない。何度も何度も勝手に言葉が溢れてくる。

「俺もだよ。七瀬」

　聡史は腕の力を緩めると、私の体に触れながらキスをした。そして彼の手が私の胸元にやってくる。乳房を揉み、その先にある尖りを弄り始めていやらしく動き出す。

「あ……っ、ん……ぁ」

　可愛がるように胸の先を攻められていると、腰が勝手に動いてしまう。感じているところを見られて恥ずかしいのに、同時に嬉しさもこみ上げる。

　聡史のもう片方の手が腰を通りすぎて、スカートの中に入ってきた。ストッキングの中に滑り込み、内股あたりに指を這わす。

「ああっ……」

　一番大事な場所には触れていないのに、その周辺に触れられると体が反応してしまう。そのままストッキングを脱がされて、ショーツの上をなぞられる。

「あっ、あん……。さ、聡史……っ」

　直接触ってほしいのに布越しに触れられて、すごくじれったい。敏感な場所を指先で弄られると、泣きそうなほど感じてしまう。

「ん？　どうしたの？」

「じらさ……ないで。……ああっ」

　なかなか直に触れてもらえないことが切なくて、腰が何度も揺れる。早く脱がせて聡史の指でぐちゃぐちゃにしてほしい。その欲望が溢れてうっすらと涙が浮かんだ。

「七瀬のその顔……すごくそそる」

　クロッチ部分の端から、入ってきそうで入ってこない指先が何度も動く。いじわるをされて困っている私の表情を見る聡史は、嬉しそうに微笑んだ。

「触ってほしい？」

「……うん、お願い」

　抱き着いて素直にお願いすると、聡史はショーツの端から指を入れて蜜口の表面をなぞった。大きく体を震わせてビクビクと腰を痙攣させ、それだけで達してしまいそうだった。

「っ、あ……ああっ、ん──」

「ここ、すごいことになってる」

　聡史が指を動かすほど、激しい蜜音が部屋中に響いて、私のそこがどうしようもないほど濡れていることに気づいた。

　好きと囁かれるたびに心と体が敏感になって、恥ずかしいほどに溢れていく。

「まだそんなに触ってないんだけど……今日はすごいな」

「だって……っ、ああ！」

　彼の指に愛液がついてぬるぬるになってしまい、媚肉を割るようになぞられると快感が全身に響き渡った。

　ただ、触られているだけなのに。どうして……っ。

　自分でコントロールできないくらい感じてしまっている。彼にされること全てが気持ちよくて嬉しい。

「すごく可愛い」

「あああ……っ、も……ダメ……」

　表面をなぞっていた指先が、敏感な蕾を見つけた。そこを優しく振動させるように小刻みに動かされると、体が弓反りになっていくのが分かった。

　ああ、もうダメかも。

　目の前が霞む。快楽だけが鮮明になって、それ以外のことがどうでもよくなる。あられもない嬌声も、どうしようもなく濡れた秘部も、淫らな音も。恥ずかしさなど消えて、聡史から与えられる快感だけで埋め尽くされた。

「七瀬、好きだよ」

　極めつけは、愛の言葉だった。

　その言葉を聞いた途端、私の体は急速に昇って絶頂に達した。

「はぁ……はぁ……」

　余韻から抜け出せない体は、痙攣するみたいに腰が震えている。そこで終わるのかと思いきや、そのまま彼の指が中に入ってきた。

「あっ、待っ……ああ」

　それ以上攻め立てないでと腰を引こうとするのに、聡史のたくましい腕に引き寄せられて逃げられなくされる。彼との距離が近づくと、肌のぬくもりと聡史自身の香りに包まれて胸が大きく跳ねる。

「逃がさない。これからだよ、七瀬」

「ああっ……」

　最初のころの彼とは大違い。私がリードして、サディスティックな攻め方をしていたはずなのに、今では立場が逆転してしまった。泣いてもまだ離さないという彼は、私の中に入れた指をゆっくりと動かし始めた。

「これ以上したら……私……っ」

「俺を本気にしたんだから、ちゃんと全部受け止めて」

　彼の指の動きに翻弄されて、私はそれからもう一度イカされてしまった。

　幾度となく関係を持っていたから敏感な部分を知られていたようで、気持ちいい場所を何度も攻められる。狂いそうなほどの快感に溺れて、もう体に力が入らない状態になった。

「聡史……」

　私をこんなに追い込んでくるのに、上から見つめてくる視線はすごく愛情に満ち溢れている。色っぽくてゾクゾクするのに、私だけにこうしているんだということが伝わってきて嬉しくなる。

　何度も頬や唇にキスをされて、体が少し落ち着くまでゆったりとした時間が流れた。

「そろそろ……いいかな？」

「……うん」

　大好きな人と繋がりたい──その気持ちが高まって、私たちは口づけながら挿入の準備を済ませた。私が足を広げると彼の腰が近づいてきて、彼のものが蜜口に触れた。

　屹立の先端で蜜を馴染ませたあと、ゆっくりと中に押し込まれていく。

「あ……っ、ん、んん……」

　入ってくる感覚に眩暈を起こしていると、聡史は私の首筋に顔を埋めて甘い吐息を漏らす。そして自分のものだと印をつけるように吸い上げてきた。

「七瀬……」

　切ない声で名前を呼ばれたあと、彼が全部私の中に来たことに気づく。お腹の奥まで聡史の大きさを感じて幸せを噛みしめる。まだ動いていないのに、すごく気持ちいい。

　ふたりの体が溶け合って、繋がっているだけなのに快感でいっぱいになる。

「いっぱい……聡史が欲しい」

「うん」

　見つめ合って、キスをして、繋がった場所を揺さぶる。

　彼の動きが少しずつ早くなっていくたびに、私の体は燃えるように熱くなる。最奥まで差し込まれたと思ったら、ギリギリまで引き抜かれる。

　彼が動くたびに屹立に内側を擦られて、愉悦が引き起こされる。もっとほしいと貪欲な蜜道は、彼を離したくないときつく締めつけた。

「あっ！　ああ……っ、はぁ……んっ、聡史……」

　気持ちよすぎておかしくなりそう。理性を失って本能のまま甘い声を上げて、どんどん昇っていく体を止められない。そんな私の様子に気づいた彼は、律動を速めて追い込んでいく。

「だ、め……ぇっ、これ以上したら……イッちゃう……！」

　体が大きく跳ねて、ビクンと揺れながら背を反らす。目の前が霞んで、目を開けていられないほどの愉悦に溺れていく。

「……っ、俺も、もう──」

　激しい腰つきに変わって、私たちは一心不乱に繋がった場所を揺さぶった。

　乱暴なほど突き上げられて、私は悦びの嬌声を上げる。何も考えられなくなるほど激しい交わりに、私たちは我を失い本能のまま求め合って絶頂を迎えた。







エピローグ








　本郷課長こと、聡史と付き合うことになって一カ月が経った。

　最初は夢なんじゃないかと思ってなかなか信じられなかったけれど、一緒に過ごす時間が多くなっていくたびに真実なのだと実感し始めた。

　オフィスでは相変わらずだけど、会社を一歩出ると、優しい聡史に変わる。

「七瀬！」

　駅前で待ち合わせすることになり、私が先に到着して待っていると、彼が私のほうに向かって歩いてきた。もし同僚に見られたら……と心配する私をよそに、彼はそんなこと全く気にしていないようで堂々と私の名前を呼ぶ。

　会社で私たちの関係を内緒にするかどうか聞いたところ、遅かれ早かれ結婚すればバレるのだから気にせずにいこうと言われた。

　あんなに徹底して女性を寄せ付けなかった聡史だったのに、付き合ったあとは潔く切り替えるところが男らしいと惚れ惚れする。

「お疲れさま。仕事、大丈夫だった？」

　いつも忙しく遅くまで仕事をしている聡史だが、今日は早く切り上げて私と行きたいところがあるらしい。

「うん、大丈夫だよ。じゃあ、行こうか」

　聡史に連れられて到着したのは、ホテルの中に入っている中華料理店だった。個室の予約をしているみたいで、スタッフは私たちを奥に通す。ふたりだと広い部屋を予約してあって不思議に思う。

「どうしたの、こんな広いところ……」

「いいから。ちょっと待っていよう」

　しばらく下座に座って待っていると、あとからスタッフに案内された人たちがやってきた。

「あ、あれ……？　お父さん!?」

「今日はお招きいただいてありがとう」

　私の両親が現れ、驚きのあまり立ち上がった。まさか今からうちの両親と四人で食事をするつもりなの？

　私たち四人はテーブルを囲むように座り、コース料理を食べ始める。

「で、今日はどうしたのかな？」

　娘の婚約者に呼び出され、上機嫌な父は料理を堪能しながら聡史に話しかける。きっといい報告なのだろうと予想しているみたいで、終始笑顔だ。

「はい。七瀬さんとお付き合いをさせていただいているのですが、正式に婚約をしたいと考えています。お義父様とお義母様にご報告をと思いまして」

「まぁ！」

　お母さんはお父さんが反応するより前に声を上げた。キラキラと目を輝かせ、娘の幸せを喜んでいる。

「それはいい報告をありがとう。不束な娘ですが、どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ。よろしくお願いします」

　聡史は正式に婚約をしたら、そのあとは結婚に向けて話を進めていくつもりだと言ってくれた。両親の前でもはっきりと意思を伝えてくれて嬉しく思う。

　和やかな雰囲気のまま食事会は終わり両親を別れたあとは、そのまま聡史のマンションへ行くことになった。

　付き合ってからというもの、週末はどちらかの家で過ごしていることが多い。先週は私の家だったので、今日は彼の家に行くことになった。

　付き合って一か月。まだ彼の家にも慣れていなくて、行くたびに少し緊張している。

「おじゃましまーす……」

　そんな私の態度を見て、聡史はクスリと笑う。

「何でそんなに他人行儀なの？」

「だって……まだ緊張するんだもん」

「ええっ、まだ緊張してるの？」

　そうは言うけれど、聡史は私の憧れの人だったんだもん。正式に婚約者になったとはいえ、まだ夢なんじゃないかと思う日がある。

「そろそろ慣れてもいいんじゃない？」

「うん、そうなんだけど」

　今までの彼を知っているぶん、仕事モードからプライベートに変わったときのふり幅が大きくてギャップにドキドキしてしまうのだ。

「今から一緒にお風呂に入ろうか」

「えっ……!?」

　まさかのお誘いに大きなリアクションを返してしまう。

　何度もベッドを共にしてきたけれど、お風呂に誘われるのは初めてだ。明るいところで聡史の裸を見られるなんて、なんて贅沢なんだろう。

「入る……」

「そこは断らないんだ」

　ケラケラと笑う聡史は私の手を引いてバスルームに向かう。お互いの服を脱がしあって、裸になったら浴室へと入っていく。

「きゃーっ、聡史の裸、カッコいい」

「そんなに褒めるの、七瀬だけだからな」

「だって私しか知らないでしょ。聡史がこんなに色気たっぷりな体をしているってこと」

　鼻息を荒くして聡史の体に抱き着くと、彼は呆れたように笑う。

「ありがとう、そう言ってくれて。ずっとそう思ってもらえるように頑張るよ」

「頑張らなくていいよ。聡史が傍にいてくれたら、私はそれで満足だから」

　外見だけを好きになったわけじゃない。本郷聡史という一人の人が好きなのだ。だから、体形が変わっても好きでいれる自信がある。

「七瀬、幸せになろうな」

「うん」

「早く結婚したい。毎日こうして一緒にいたいな」

　きっとふたりの生活は幸せに満ち溢れているに違いない。私も聡史も確信して、顔を見合わせてにっこりと微笑んだ。

　私も同じ気持ちだよ。

「…………あ」

　そうこうしていると、彼の下半身が反応していることに気づく。私の太ももに形を変えた屹立が当たっている。

「早く洗おうか」

「うん」

　そのあと、私たちがバスルームで愛し合ったのは、言うまでもない。
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　こんにちは、藍あい川かわせりかと申します。

　初めての方も、何度か私の作品を読んでくださってご存じの方も、この度は数ある作品の中から「初心な上司を篭絡するために猛烈な溺愛で蕩けて啼かせたい」を手に取っていただき、ありがとうございます。

　もともと濃蜜ラブルージュの作品はいくつか読んでいて、大人の色っぽい作品がお気に入りで、私もいつか書きたいなーと思っていたところ、ご縁がありまして今回書かせていただくことになりました。ありがたい！

　今回私が書いたのは「上司を襲っちゃう女子」でしたが、あんな風に積極的になれる七瀬が楽しくて、ノリノリで書いてしまいました。女子が優勢だったのに、途中から変わってきて、アワアワしてしまうところがお気に入りです！

　ベッドシーンも様々なシチュエーションを書いたので楽しんでいただけると幸いです。

　私、個人的にはヒーローからグイグイ来てくれるよりも、女子からいっちゃう的なものが好きで、ヒーローが好きで好きでたまらない！　という女の子が大好物です。頑張る女の子大好き！

　私って変わった設定とか、極端な性癖なものを提案するので、担当様には驚かれることがしばしばあるのですが、今回も例外ではなく──

　最初の設定では七瀬がもっとドＳで聡史がもっとドＭの予定だったのですが、さすがにそれは止められました。笑

　そうですよね、なんでもやりすぎはよくないですよね。反省……。

　でもどうなんでしょう？　世間的には王道なヒーローが引っ張っていってくれるもののほうが需要あるのでしょうか？　ま、中には私と同じような嗜好をお持ちの方もいらっしゃるかもしれないですしね。そんな方々に喜んでもらうべく、さまざまなジャンルの作品をこれからも書いていきたいと思いますので、また次の機会がありましたら読んでいただけると嬉しいです！

　そして今回、私の趣味全開の作品の表紙を担当してくださったのは、夜や咲ざきこん先生でした。

　夜咲先生のイラストはいつも美しくて私好みなので、完成したイラストを見てめちゃくちゃ興奮しました。

　以前にも別の作品でご一緒させていただいたことがあったのですが、夜咲先生のイラストはいつも美しく大好きなので、完成したイラストを見てめちゃくちゃ興奮しました。

　聡史の筋肉がステキすぎますよね！　うっとりしてしまいました。

　ふたりの世界観を素敵に表現してくださり、とても嬉しく思います。本当にありがとうございます!!

　再び皆様にお会いできるよう、これからも頑張っていきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

　またお会いできる日を楽しみにしています。それではまた！
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